
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ライフスキル 

トレーニングプラン 
（セレクトシート・記録シート） 

愛知県総合教育センター 



 

１ はじめに 

教室の中で気になる子どもたちは，個人内で得意なことと苦手なことの差が大

きかったり，他の子どもたちと比べて発達がゆっくりであったりすることから，

日常生活や学習場面においてさまざまなつまずきや困難が生じていることがあり

ます。このような場合，心身の発達の段階等を考慮して教育するだけでは十分と

は言えず，個々の障害による学習上又は生活上の困難を改善・克服するための指

導（自立活動）が必要となります。このライフスキルトレーニングプランは，自

立活動とライフスキルを関連付けながら，小・中学校において，自立活動の指導

に取り組んでいく参考となるよう作成しました。 

 

２ ライフスキルトレーニングプランで取り上げた内容 

ライフスキルトレーニングプランでは，自立活動６区分 27 項目のうち，特別支

援学級（知的障害学級，自閉症・情緒障害学級）で中心的な指導内容と考えられ

る主な区分として，「心理的な安定」「人間関係の形成」「コミュニケーション」に

関する内容を取り上げています。プランに明示してありますが，本プランで取り

上げている区分や項目だけを指導することを意図しているわけではありません。 

具体的な指導内容は，個々の児童生徒の指導目標（ねらい）を達成するために，

自立活動の内容の中から必要な項目を選定し，それらを相互に関連付けて設定す

るものです。プランの内容については，個々の児童生徒に応じて再構成していく

とより効果的な指導につながっていきます。 

 

 

１ 健康の保持 
(1) 生活のリズムや生活習慣の形成に関すること 

(2) 病気の状態の理解と生活管理に関すること 

(3) 身体各部の状態の理解と養護に関すること 

(4) 障害の特性の理解と生活環境の調整に関する 

こと 

(5) 健康状態の維持・改善に関すること 

 

 

２ 心理的な安定 
(1) 情緒の安定に関すること 

(2) 状況の理解と変化への対応に関すること 

(3) 障害による学習上又は生活上の困難を改善・克 

  服する意欲に関すること 

 

 

３ 人間関係の形成 
(1) 他者とのかかわりの基礎に関すること 

(2) 他者の意図や感情の理解に関すること 

(3) 自己の理解と行動の調整に関すること 

(4) 集団への参加の基礎に関すること 

 

 

４  環境の把握 
(1) 保有する感覚の活用に関すること 

(2) 感覚や認知の特性についての理解と対応に関す 

ること 

(3) 感覚の補助及び代行手段の活用に関すること 

(4) 感覚を総合的に活用した周囲の状況についての 

把握と状況に応じた行動に関すること 

(5) 認知や行動の手掛かりとなる概念の形成に関す 

ること 

 

 

５  身体の動き 
(1) 姿勢と運動・動作の基本的技能に関すること 

(2) 姿勢保持と運動・動作の補助的手段の活用に 

関すること 

(3) 日常生活に必要な基本動作に関すること 

(4) 身体の移動能力に関すること 

(5) 作業に必要な動作と円滑な遂行に関すること 

 

 

６  コミュニケーション 
(1) コミュニケーションの基礎的能力に関すること 

(2) 言語の受容と表出に関すること 

(3) 言語の形成と活用に関すること 

(4) コミュニケーション手段の選択と活用に関する 

こと 

(5) 状況に応じたコミュニケーションに関すること 

 

自立活動の内容 ６区分 27 項目 
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３ ライフスキルについて 

ライフスキルとは，どの時代，どの文化社会においても，人間として生きてい

くために必要な力であり，日常生活で生じるさまざまな問題や要求に対して，よ

り建設的かつ効果的に対処するために必要な能力（＊１）です。ライフスキルには，

10 の項目があります。 

ライフスキル 10 項目（＊２） 
 

A 意思決定（Decision making）  
生活に関する決定を建設的に行う力。様々な選択肢と各決定がもたらす影響を評価し，主体

的な意思決定を行うことにより望ましい結果を得る。  

B 問題解決（Problem solving）  
   日常の問題を建設的に処理する力。 

C 創造的思考（Creative thinking）  
  どんな選択肢があるのか，行動の結果がもたらす様々な結果について考えることを可能にし，

意思決定と問題解決を助ける。直接経験しないことを考える，アイデアを生み出す力。  

D 批判的思考（Critical thinking）  
  情報や経験を客観的に分析する能力。価値観，集団の圧力，メディアなど，人々の態度や行

動に影響する要因を認識し，評価する力。  

E 効果的コミュニケーション（Effective communication）  
  文化や状況に応じた方法で，言語的または非言語的に自分を表現する能力。意見・要望・欲

求・恐れの表明やアドバイス・援助を求めることができる。  

F 対人関係スキル（Interpersonal relationship skills）  
  好ましい方法で人と接触・関係の構築・関係の維持・関係の解消をすることができる。 

G 自己認識（Self-awareness）  
  自分自身の性格，長所と短所，欲求などを知ること。  

H 共感性（Empathy）  
  自分が知らない状況に置かれている人の生き方であっても，それを心に描くことができる能

力。共感性を持つことで，人々を支え勇気づけることができる。  

Ｉ情動への対処（Coping with emotions）  
   自分や他者の情動を認識し，情動が行動にどのように影響するかを知り，情動に適切に対処

する能力。 

Ｊストレス・コントロール（Coping with stress）  
   生活上のストレッサーを認識し，ストレスの影響を知り，ストレスレベルをコントロールす

る。ストレッサーに適切に対処し，リラックスすることができる。 

 

ライフスキル 10 項目と自立活動６項目の関連 

 

１ 

健康の 

保持 

２ 

心理的

な安定 

３ 

人間関係 

の形成 

４ 

環境の 

把握 

５ 

身体の 

動き 

６ 

ｺﾐｭﾆ 

ｹｰｼｮﾝ 

Ａ   意思決定 ☆   ☆  ☆ 

Ｂ   問題解決    ☆  ☆ 

Ｃ   創造的思考      ☆ 

Ｄ   批判的思考      ☆ 

Ｅ 効果的ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ  ☆ ☆   ☆ 

Ｆ 対人関係スキル  ☆ ☆   ☆ 

Ｇ    自己認識  ☆ ☆   ☆ 

Ｈ     共感性  ☆ ☆   ☆ 

Ｉ  情動への対処 ☆ ☆ ☆  ☆  

Ｊ  ｽﾄﾚｽ・ｺﾝﾄﾛｰﾙ ☆ ☆ ☆  ☆ ☆ 

自立活動 

ﾗｲﾌｽｷﾙ 
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タイトル ㉛ いいところ見つけ

友達のよいところに気付き，それを表現することができる。

区分 ６　コミュニケーション

項目
（１）コミュニケーションの基礎的能力に関すること
（２）言語の受容と表出に関すること

Ｃ　創造的思考　　　 　 Ｅ　効果的コミュニケーション
Ｆ　対人関係スキル   　Ｈ　共感性

・友達とのトラブルが目立つ。
・他の人の気持ちや意図を理解することが難しい。
・表情，身振りなどの非言語的なサインの理解や表出が難しい。

10～50分間

小グループ

①友達ががんばっていたことを想起する。
   ※帰りの会で一日を振り返るなど，テーマを絞った方が想起しやすい。
②順番に発表する。
   ※発表することが苦手な場合は，メモに書いてもよい。
③聞き手は，発表した子どもとがんばった子どもに拍手する。
   ※子どもごとにシートを作成し，メモを貼っていってもよい。
④聞いた中で，心に残った話を発表し，共有する。

・一日の活動を振り返る（帰りの会）など，子どもたちが友達のよいところに
  気付いたり，感謝をしたりする機会を設け，それを共有できるようにする。

目的・ねらい

自立活動

内　　　容

般化するための
ポイント

時　　　間

指導形態

ライフスキル項目

子どもの様子

４ ライフスキルトレーニングプランの使い方 

 児童生徒の実態把握を行い，ライフスキルトレーニングプランセレクトシート

の「日常の様子から」の欄から，児童生徒に該当する項目を照らし合わせます。

関連するトレーニングプラン番号を見て，児童生徒に実践するプラン内容を選択

します。選択したプランは児童生徒一人一人に応じて工夫して，再構成しながら

実施します。 

 

 

 

 

※ライフスキル 10 項目の視点をもちながら，指導すべき課題となる日常

の子どもの様子を把握します。 

 

 

 

 

   ※主に「注意集中，多動性・衝動性」「対人関係・社会性」「意欲・情緒」

「話す・聞く」に関する実態から実践するプラン内容を選択します。 

 

 

 

 

※児童生徒一人一人の指導すべき課題を整理し，指導目標や指導内容を設

定していく中で，児童生徒に合わせてプラン内容を再構成していきます。 

※プランごとの自立活動の区分と項目は中心的内容として明示しています。

目標達成に必要な他の区分や項目を追加していくことも必要になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 ※実施後は評価，改善を繰り 

返しながら，プラン選択の 

幅を広げたり，内容をより 

工夫したりします。 

 

※般化するためのポイントが 

明示してあります。児童生 

徒が学習した内容について 

別の学校生活場面でも実践 

できるよう努めます。 

 
＊１ ＷＨＯ定義 

＊２ 参考文献：文部科学省 CLARINET へようこそ 第３章スクールカウンセリング 

プランの再構成 

ライフスキルトレーニングプラン 

セレクトシートの活用 

児童生徒の実態把握 

プランの選択 

プランの実施 

記録シートの活用 

【ライフスキルトレーニングプラン一例】 

自立活動の内容とライフスキル育成 

との関連性を確認 
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日常の様子から
関連する

トレーニングプラン番号

 他者の行動を遮ったり，邪魔したりする  ⑤，㉔

 順番を待つことが難しい  ⑥，⑳，㉑

 自分の思いどおりにしようとしたり，自分の思いと違うと腹を立てたりする  ⑥，㉗

 気が散ることが多い  ㉚

 質問が終わる前に出し抜けに答え始めてしまう  ⑧，㉚

 次の活動へ切り替えることが難しい  ①

 ルールを守ることが難しい  ③，⑤，⑳，㉑，㉔

 誰かと一緒に活動することが難しい  ③，④，⑳，㉝

 自分の意見を一方的に主張しすぎたり，意見があっても言わなかったりする  ⑤

 自分の気持ちを適切に表現することが難しい
 ⑦，⑧，⑨，⑮，㉙，
 ㉚，㉞

 友達とのトラブルが目立つ
 ⑧，⑩，⑱，㉗，㉘，
 ㉛，㉜

 挨拶をしたり，感謝や謝罪の気持ちを言葉で伝えたりすることが難しい  ⑨，⑩，⑭，㉜

 他者の目に自分がどう映っているかあまり気にしない  ⑪，⑫

 こだわりが強く，自分の決めた通りに行動しないと気が済まない  ③，⑬

 状況に合わせた適切な行動をとることが難しい
 ⑤，⑬，⑮，⑯，⑰，
 ㉞

 他の人の気持ちや意図を理解することが難しい  ⑯，⑰，㉗，㉙，㉛

 みんなと同じペースで行動することが難しい  ⑳，㉑，㉓，㉝

 表情，身振りなどの非言語的なサインの理解や表出が難しい  ⑥，⑭，㉙，㉛

 特定の事物に強い関心をもつ  ②，㉚

 興味や関心があまりないことについて，人と話すことが難しい  ㉚

 すぐにできないとあきらめてしまう  ②，④

 緊張したり，不安になったりすることがある  ④

 自信がない様子がよく見られる  ⑪，⑲

 聞かれたことに対して言葉がなかなか出ないことがある  ㉒

 内容を分かりやすく伝えることが難しい  ③，㉒，㉕

 自分が思いついたままに話すため，筋道の通った話をすることが難しい  ㉓，㉕，㉖

 話をじっくり聞くことが難しい  ③，⑨，㉒，㉖

ライフスキルトレーニングプラン　セレクトシート

注
意
集
中

多
動
性
・
衝
動
性

意
欲
・
情
緒

話
す
・
聞
く

対
人
関
係
・
社
会
性

-4-



児童生徒氏名

プラン
開始日

7月 12月  最終評価

4月8日

① 4

② 4

③ 5

④ 5

日付/
時間 関連

①

②

③

④

①

②

③

④

①

②

③

④

✔

・帰りの会の前に，発表内容の確認を行った。
・発表の場で「何もない」といらいらしないよう
 に，以前，褒められたことを想起できるよう
 声をかけた。

Ｈ　共感性

帰りの会 ✔

5月10日

㉛　いいところ見つけ
・他の児童が児童Aのよいところを発表したことを思
　い出し，意欲的に取り組むことができた。
・発表内容が事前に明確になっていたため，落ち着
　いて発表することができた。

✔Ｃ　創造的思考 ３　人間関係の形成

Ｅ　効果的ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ ６　コミュニケーション
✔Ｆ　対人関係スキル

Ｃ　創造的思考 ３　人間関係の形成

Ｅ　効果的ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ ６　コミュニケーション
✔Ｆ　対人関係スキル

✔

✔

授業

㉛　いいところ見つけ

5月2日

Ｃ　創造的思考 ３　人間関係の形成

Ｅ　効果的ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ ６　コミュニケーション

Ｆ　対人関係スキル ✔

・友達のよいところがなかなか思い浮かばず，いらい
　らする様子が見られた。具体的な場面を伝えたとこ
　ろ，よい言動を思い出すことができた。
・短い言葉で，友達のよいところをいくつか書くことが
　できた。
・友達の発表を見ていたため，見通しをもつことがで
　きた。
・発表が近づくと，友達に対して乱暴な言動がみられ
　た。
・発表後に拍手されると，とてもうれしそうな表情を浮
　かべた。

子どもの気になる様子・課題（日常の様子から）
実施した

ライフスキル
トレーニングプラン

ライフスキルトレーニングプラン　記録シート記入例

児童Ａ 記入者（　　　　　    　　　　　　　　）

自分の思いどおりにしようとしたり，自分の思いと違うと腹を立てたりする ㉛

自分の気持ちを適切に表現することが難しい ㉛

友達とのトラブルが目立つ ㉛

5月8日

㉛　いいところ見つけ
・筆箱の中身を拾うことに集中していたが，友達の様
  子を見るように声をかけると，友達が一緒に拾って
  いることに気付くことができた。
・自分から感謝の言葉を言うことができた。

他の人の気持ちや意図を理解することが難しい ㉛

教師の指導・支援
プランの実施等

子どもの様子

・友達のよいところがイメージできるように，具
  体的な場面を伝え，想起しやすくした。
・思ったことを短く書き留めるよう助言した。
・友達が発表した様子を見て，参考にできるよ
  う３番目での発表とした。

Ｈ　共感性

・児童Aが筆箱を落とし，中の物が床に散ら
  ばった際，友達が一緒に拾ったことを意識
　付けし，感謝の気持ちを伝えるよう促した。

Ｈ　共感性

放課

＜学校生活における困難さ＞

非常に感じる・・・５ かなり感じる・・・４ やや感じる・・・３ あまり感じない・・・２ 感じない・・・１
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番号 プランタイトル 番号 プランタイトル ページ

① これだけやって次をしよう ② たくさんあるよ！ 私の長所 Ｐ１

③ はい！キャプテン！！ ④ あんしんワッペンでリラックス Ｐ２

⑤ 好きな遊びを伝えよう・楽しもう ⑥ これはいいかな？いやかな？ Ｐ３

⑦ 気持ちを相手に伝えよう（断る） ⑧ うれしい言葉・かなしい言葉 Ｐ４

⑨ 友達づくり ⑩ 気持ちを相手に伝えよう（謝る） Ｐ５

⑪ 自分や友達のよいところを見つけよう ⑫ 身だしなみチェック Ｐ６

⑬ 状況に合わせたよいことを知ろう ⑭ あいさつをしよう　 Ｐ７

⑮ 答えてみよう ⑯ あたたかい言葉をかけよう Ｐ８

⑰ どうしてほしいのか考えてみよう ⑱ 好きなものを伝え合おう Ｐ９

⑲
私のいいところ・得意なこと

（マイプロフィール） ⑳ 風船バレーをしよう Ｐ10

㉑ あなたは何番目？ ㉒ 聞かれたことに答えよう Ｐ11

㉓ 質問名人　聞き名人 ㉔ カラフル会話をしよう Ｐ12

㉕ お話名人 ㉖ うなずいて話を聞こう Ｐ13

㉗ イライラ対処法 ㉘ 一人一色カラーリング　（共同制作） Ｐ14

㉙ 気持ちを言葉で表現しよう ㉚ さいころトーキング Ｐ15

㉛ いいところ見つけ ㉜ 目指せ５つ星の話し方 Ｐ16

㉝ ボールを運ぼう ㉞ こんなときどうする？ Ｐ17

　

ライフスキル

トレーニングプラン
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処

　
　

Ｊ
　

ス
ト

レ
ス

・
コ

ン
ト

ロ
ー

ル

・
次

の
活

動
へ

切
り

替
え

る
こ

と
が

難
し

い
。

・
特

定
の

事
物

に
強

い
関

心
を

も
つ

。
・
す

ぐ
に

で
き

な
い

と
あ

き
ら

め
て

し
ま

う
。

1
0
～

2
0
分

間
3
0
～

5
0
分

間

個
別

小
グ

ル
ー

プ

①
や

る
べ

き
こ

と
に

取
り

組
ん

だ
後

で
，

楽
し

い
活

動
が

で
き

る
こ

と
を

知
る

。
 　

※
子

ど
も

の
実

態
に

応
じ

て
，

活
動

を
設

定
す

る
。

 　
※

説
明

は
口

頭
だ

け
で

な
く
，

視
覚

的
に

も
示

す
と

よ
い

。
　 ②

や
る

べ
き

こ
と

を
知

り
，

取
り

組
む

こ
と

を
選

択
す

る
。

　
 ※

教
師

は
，

５
分

か
ら

1
0
分

の
短

時
間

で
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
内

容
を

い
く
つ

か
示

す
。

  
　

・
机

の
上

の
整

頓
　

→
　

・
筆

箱
だ

け
し

ま
う

　
  
・
計

算
問

題
　

→
　

・
３

問
だ

け
解

く
　

  
・
ご

み
拾

い
　

→
　

・
1
0
個

だ
け

拾
う

③
や

る
べ

き
こ

と
に

取
り

組
む

。
　 ④

楽
し

い
活

動
を

行
う

。
　

 ※
や

る
べ

き
こ

と
が

で
き

た
ら

褒
め

，
次

の
活

動
が

気
持

ち
よ

く
で

き
る

こ
と

を
伝

え
る

。

①
自

分
の

長
所

と
短

所
に

つ
い

て
考

え
る

。
 　

 ・
長

所
・
・
・
よ

い
と

こ
ろ

，
す

ご
い

と
こ

ろ
 　

 ・
短

所
・
・
・
あ

ま
り

よ
く
な

い
と

こ
ろ

，
直

し
た

方
が

よ
い

と
こ

ろ

②
短

所
を

長
所

に
言

い
換

え
る

と
，

ど
の

よ
う

に
表

現
で

き
る

か
を

知
る

。
　

 ※
ま

ず
は

，
教

師
が

例
を

示
す

。
  
  
・
あ

わ
て

ん
ぼ

う
  
→

  
す

ぐ
に

行
動

で
き

る
　

  
 行

動
的

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

  
  
 物

事
を

進
ん

で
で

き
る

  
積

極
的

③
短

所
を

長
所

に
言

い
換

え
た

表
現

を
考

え
る

。
  
  
・
お

し
ゃ

べ
り

　
→

  
親

し
み

や
す

い
　

明
る

い
  
  
・
怒

り
っ

ぽ
い

  
→

　
自

分
の

気
持

ち
を

伝
え

ら
れ

る
  
  
・
お

と
な

し
い

　
→

　
穏

や
か

  
  
・
す

ぐ
泣

く
　

　
 →

　
気

持
ち

を
素

直
に

表
現

で
き

る

　

・
次

の
時

間
の

授
業

準
備

を
行

っ
て

か
ら

，
休

憩
に

す
る

。
・
活

動
の

切
り

替
わ

り
を

明
確

に
す

る
。

・
ト

ラ
ブ

ル
を

起
こ

し
た

後
，

落
ち

着
い

た
と

き
に

行
動

を
振

り
返

り
，

短
所

と
長

所
を

確
認

す
る

。
般

化
す

る
た

め
の

ポ
イ

ン
ト

般
化

す
る

た
め

の
ポ

イ
ン

ト

内
　

　
　

容
内

　
　

　
容

指
導

形
態

指
導

形
態

時
　

　
　

間
時

　
　

　
間

子
ど

も
の

様
子

子
ど

も
の

様
子

ラ
イ

フ
ス

キ
ル

項
目

ラ
イ

フ
ス

キ
ル

項
目

自
立

活
動

自
立

活
動

目
的

・
ね

ら
い

目
的

・
ね

ら
い

計
算

問
題

３
問

読
書

今
終

わ
っ

た
ら

・
読

書

・
外

遊
び

・
パ

ズ
ル

・
お

絵
か

き
な

ど
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タ
イ

ト
ル

③
は

い
！

キ
ャ

プ
テ

ン
！

！
タ

イ
ト

ル
④

あ
ん

し
ん

ワ
ッ

ペ
ン

で
リ

ラ
ッ

ク
ス

自
分

を
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

気
持

ち
を

落
ち

着
か

せ
る

方
法

を
身

に
付

け
る

。

区
分

２
　

心
理

的
な

安
定

区
分

２
　

心
理

的
な

安
定

項
目

（
２

）
状

況
の

理
解

と
変

化
へ

の
対

応
に

関
す

る
こ

と
項

目
（
１

）
情

緒
の

安
定

に
関

す
る

こ
と

Ｇ
　

自
己

認
識

　
　

Ｊ
　

ス
ト

レ
ス

・
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
Ｊ

　
ス

ト
レ

ス
・
コ

ン
ト

ロ
ー

ル

・
ル

ー
ル

を
守

る
こ

と
が

難
し

い
。

　
・
誰

か
と

一
緒

に
活

動
す

る
こ

と
が

難
し

い
。

・
こ

だ
わ

り
が

強
く
，

自
分

の
決

め
た

通
り

に
行

動
し

な
い

と
気

が
済

ま
な

い
。

・
内

容
を

分
か

り
や

す
く
伝

え
る

こ
と

が
難

し
い

。
　

・
話

を
じ

っ
く
り

と
聞

く
こ

と
が

難
し

い
。

・
誰

か
と

一
緒

に
活

動
す

る
こ

と
が

難
し

い
。

・
す

ぐ
に

で
き

な
い

と
あ

き
ら

め
て

し
ま

う
。

・
緊

張
し

た
り

，
不

安
に

な
っ

た
り

す
る

こ
と

が
あ

る
。

1
0
～

3
0
分

間
4
5
～

5
0
分

間

小
グ

ル
ー

プ
個

別
，

　
小

グ
ル

ー
プ

①
「
は

い
！

キ
ャ

プ
テ

ン
！

！
」
の

ル
ー

ル
を

知
る

。
  
  
・
キ

ャ
プ

テ
ン

の
指

示
だ

け
に

従
う

。
  
  
・
キ

ャ
プ

テ
ン

以
外

の
指

示
に

従
っ

て
は

い
け

な
い

。
　 ②

キ
ャ

プ
テ

ン
を

決
め

る
。

③
キ

ャ
プ

テ
ン

が
指

示
を

出
す

。
  
  
・
頭

を
触

っ
て

く
だ

さ
い

。
　

　
　

　
　

　
　

・
ジ

ャ
ン

プ
し

て
く
だ

さ
い

。
  
  
・
立

っ
て

く
だ

さ
い

。
　

　
　

　
　

　
　

　
 　

 ・
座

っ
て

く
だ

さ
い

。
  
  
・
右

手
を

挙
げ

て
く
だ

さ
い

。
　

　
　

　
 　

・
両

手
を

挙
げ

て
く
だ

さ
い

。
  
  
・
先

生
と

握
手

を
し

て
く
だ

さ
い

。
　

　
　

・
手

を
叩

き
ま

し
ょ

う
。

 　
※

教
師

は
，

簡
単

な
指

示
に

す
る

こ
と

を
伝

え
る

。

①
あ

ん
し

ん
ワ

ッ
ペ

ン
を

作
る

目
的

を
知

る
。

  
  
・
う

ま
く
い

か
な

い
と

き
に

リ
ラ

ッ
ク

ス
す

る
ア

イ
テ

ム
を

作
る

。

②
好

み
の

素
材

を
選

ぶ
。

  
  
・
紙

　
　

・
布

　
　

・
シ

ー
ル

な
ど

③
好

き
な

言
葉

，
絵

，
飾

り
を

付
け

て
あ

ん
し

ん
ワ

ッ
ペ

ン
を

作
る

。
　 ④

あ
ん

し
ん

ワ
ッ

ペ
ン

の
使

い
方

を
知

る
。

  
  
・
あ

ん
し

ん
ワ

ッ
ペ

ン
を

胸
に

付
け

，
そ

こ
に

手
を

あ
て

て
心

を
落

ち
着

か
せ

る
。

  
　

・
あ

ん
し

ん
ワ

ッ
ペ

ン
を

握
り

，
深

呼
吸

を
し

て
，

心
を

落
ち

着
か

せ
る

。

⑤
あ

ん
し

ん
ワ

ッ
ペ

ン
を

使
っ

て
み

る
。

　
 ※

教
師

は
，

気
持

ち
が

高
ぶ

っ
て

い
る

と
き

に
ワ

ッ
ペ

ン
を

使
う

よ
う

に
声

を
か

け
る

。
　

・
言

わ
れ

た
こ

と
を

よ
く
聞

い
て

行
動

で
き

た
こ

と
を

褒
め

る
。

・
リ

ー
ダ

ー
と

な
り

，
友

達
の

前
で

説
明

し
た

り
，

お
願

い
し

た
り

す
る

機
会

を
設

け
る

。
・
さ

ま
ざ

ま
な

場
面

で
あ

ん
し

ん
ワ

ッ
ペ

ン
を

使
っ

て
落

ち
着

こ
う

と
す

る
行

動
を

褒
め

る
。

般
化

す
る

た
め

の
ポ

イ
ン

ト
般

化
す

る
た

め
の

ポ
イ

ン
ト

内
　

　
　

容
内

　
　

　
容

指
導

形
態

指
導

形
態

時
　

　
　

間
時

　
　

　
間

子
ど

も
の

様
子

子
ど

も
の

様
子

ラ
イ

フ
ス

キ
ル

項
目

ラ
イ

フ
ス

キ
ル

項
目

自
立

活
動

自
立

活
動

目
的

・
ね

ら
い

目
的

・
ね

ら
い
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タ
イ

ト
ル

⑤
好

き
な

遊
び

を
伝

え
よ

う
・
楽

し
も

う
タ

イ
ト

ル
⑥

こ
れ

は
い

い
か

な
？

い
や

か
な

？

遊
び

を
伝

え
る

中
で

，
教

え
る

こ
と

や
伝

わ
る

こ
と

の
喜

び
や

楽
し

さ
を

感
じ

る
。

遊
び

を
教

え
て

も
ら

う
こ

と
で

，
他

者
の

意
見

を
受

け
入

れ
，

興
味

の
幅

を
広

げ
る

。
自

分
の

許
容

範
囲

を
知

り
，

相
手

に
適

し
た

言
葉

で
気

持
ち

を
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

。
許

容
範

囲
は

人
に

よ
り

異
な

る
こ

と
を

知
る

。

区
分

２
　

心
理

的
な

安
定

区
分

２
　

心
理

的
な

安
定

項
目

（
１

）
情

緒
の

安
定

に
関

す
る

こ
と

項
目

（
１

）
情

緒
の

安
定

に
関

す
る

こ
と

Ｈ
　

共
感

性
　

　
Ｉ　

情
動

へ
の

対
処

Ｉ　
情

動
へ

の
対

処
　

　
Ｊ

　
ス

ト
レ

ス
・
コ

ン
ト

ロ
ー

ル

・
他

者
の

行
動

を
遮

っ
た

り
，

邪
魔

し
た

り
す

る
。

　
・
ル

ー
ル

を
守

る
こ

と
が

難
し

い
。

・
自

分
の

意
見

を
一

方
的

に
主

張
し

す
ぎ

た
り

，
意

見
が

あ
っ

て
も

言
わ

な
か

っ
た

り
す

る
。

・
状

況
に

合
わ

せ
た

適
切

な
行

動
を

と
る

こ
と

が
難

し
い

。

・
順

番
を

待
つ

こ
と

が
難

し
い

。
・
自

分
の

思
い

通
り

に
し

よ
う

と
し

た
り

，
自

分
の

思
い

と
違

う
と

腹
を

立
て

た
り

す
る

。
・
表

情
，

身
振

り
な

ど
の

非
言

語
的

な
サ

イ
ン

の
理

解
や

表
出

が
難

し
い

。

4
5
～

5
0
分

間
4
5
～

5
0
分

間

小
グ

ル
ー

プ
，

　
学

級
小

グ
ル

ー
プ

①
好

き
な

遊
び

を
発

表
す

る
順

番
を

決
め

る
。

　 ②
発

表
者

は
，

好
き

な
遊

び
を

み
ん

な
に

説
明

す
る

。

③
発

表
者

が
紹

介
し

た
遊

び
を

み
ん

な
で

行
う

。
　

 ※
遊

び
が

う
ま

く
で

き
な

い
場

合
，

発
表

者
が

上
手

に
で

き
る

こ
つ

や
工

夫
を

説
明

す
る

場
を

　
　

　
設

定
す

る
。

④
発

表
者

以
外

は
発

表
者

へ
感

想
を

伝
え

る
。

　
 ※

教
師

は
発

達
段

階
に

応
じ

て
，

子
ど

も
た

ち
が

感
想

を
伝

え
合

え
る

よ
う

に
支

援
す

る
。

　
  
・
Ａ

さ
ん

の
遊

び
は

楽
し

か
っ

た
ね

。
  
 ・

Ａ
さ

ん
，

み
ん

な
に

教
え

て
く
れ

て
あ

り
が

と
う

。

⑤
教

師
の

話
を

聞
く
。

　
 ※

教
師

は
，

楽
し

く
取

り
組

め
た

こ
と

，
発

表
者

へ
の

感
謝

の
気

持
ち

，
見

ら
れ

た
望

ま
し

い
姿

  
  
  
 を

全
体

の
場

で
伝

え
る

。
　

 ・
Ｂ

さ
ん

は
○

○
し

て
と

て
も

楽
し

ん
で

い
た

よ
。

 ・
Ｃ

さ
ん

は
○

○
で

き
て

い
た

ね
。

　
 ・

Ｄ
さ

ん
は

分
か

ら
な

か
っ

た
と

き
，

上
手

に
Ａ

さ
ん

に
教

え
て

と
お

願
い

で
き

た
ね

。
　 ⑥

次
の

発
表

者
が

発
表

す
る

。

①
ち

ょ
っ

と
，

少
し

，
一

口
な

ど
は

人
に

よ
っ

て
量

が
異

な
る

こ
と

を
知

る
。

  
  
・
「
ち

ょ
っ

と
ち

ょ
う

だ
い

」
と

言
わ

れ
た

と
き

　
　

A
：
小

さ
じ

1
／

2
　

レ
ベ

ル
１

　
　

B
：
小

さ
じ

1
　

レ
ベ

ル
２

　
　

C
：
大

さ
じ

1
　

レ
ベ

ル
３

 　
※

教
師

は
，

許
容

程
度

を
具

体
的

に
捉

え
ら

れ
る

よ
う

に
大

さ
じ

や
小

さ
じ

の
ス

プ
ー

ン
を

　
　

　
提

示
す

る
。

　 ②
「
あ

げ
る

側
」
「
も

ら
う

側
」
の

役
割

を
決

め
る

。

③
「
ち

ょ
っ

と
ち

ょ
う

だ
い

」
と

言
わ

れ
た

と
き

，
ど

こ
ま

で
許

せ
る

の
か

を
考

え
る

。
  
  
・
給

食
の

お
か

ず
，

ア
イ

ス
ク

リ
ー

ム
な

ど
（
好

み
）
  
　

 ・
先

生
，

友
達

，
幼

児
な

ど
（
立

場
）

　
　

A
：
小

さ
じ

1
／

2
　

　
B

：
小

さ
じ

1
　

　
C

：
大

さ
じ

1
  
 ※

教
師

は
，

好
み

や
立

場
に

よ
っ

て
も

許
す

こ
と

が
で

き
る

量
が

変
わ

る
こ

と
を

確
認

す
る

。

④
ど

の
よ

う
に

す
れ

ば
互

い
に

嫌
な

気
持

ち
に

な
ら

な
い

の
か

を
考

え
る

。

⑤
ロ

ー
ル

プ
レ

イ
を

行
う

。
許

す
こ

と
が

で
き

る
レ

ベ
ル

に
よ

り
，

ど
の

よ
う

な
行

動
や

発
言

を
し

た
　

 ら
よ

い
の

か
考

え
る

。
  
  
・
あ

げ
る

側
・
・
・
許

せ
る

範
囲

を
あ

ら
か

じ
め

考
え

て
お

く
。

  
  
  
  
  
  
  
  
  
 　

  
  
許

せ
る

レ
ベ

ル
を

レ
ベ

ル
１

～
レ

ベ
ル

３
で

表
現

す
る

。
  
  
・
も

  
  
ら

  
う

  
側

　
・
・
・

　
あ

り
が

と
う

と
感

謝
の

気
持

ち
を

伝
え

る
。

・
授

業
の

中
で

子
ど

も
が

得
意

な
こ

と
を

説
明

す
る

場
面

を
設

定
し

，
教

え
た

り
，

教
え

ら
れ

た
り

  
す

る
機

会
を

増
や

す
。

・
給

食
の

時
間

等
に

ト
ラ

ブ
ル

が
起

き
た

と
き

，
許

す
こ

と
が

で
き

る
レ

ベ
ル

を
使

っ
て

相
手

に
　

気
持

ち
を

伝
え

る
よ

う
支

援
す

る
。

・
給

食
の

お
か

わ
り

の
場

面
で

実
施

す
る

。

般
化

す
る

た
め

の
ポ

イ
ン

ト
般

化
す

る
た

め
の

ポ
イ

ン
ト

内
　

　
　

容
内

　
　

　
容

指
導

形
態

指
導

形
態

時
　

　
　

間
時

　
　

　
間

子
ど

も
の

様
子

子
ど

も
の

様
子

ラ
イ

フ
ス

キ
ル

項
目

ラ
イ

フ
ス

キ
ル

項
目

自
立

活
動

自
立

活
動

目
的

・
ね

ら
い

目
的

・
ね

ら
い
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タ
イ

ト
ル

⑦
気

持
ち

を
相

手
に

伝
え

よ
う

（
断

る
）

タ
イ

ト
ル

⑧
う

れ
し

い
言

葉
・
か

な
し

い
言

葉

不
快

だ
と

感
じ

た
時

に
「
や

め
て

」
と

相
手

に
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

。
う

れ
し

い
言

葉
か

傷
つ

く
言

葉
か

を
意

識
し

て
使

う
こ

と
が

で
き

る
。

言
葉

に
よ

っ
て

，
相

手
を

ど
ん

な
気

持
ち

に
さ

せ
る

か
を

理
解

で
き

る
。

区
分

２
　

心
理

的
な

安
定

区
分

３
　

人
間

関
係

の
形

成

項
目

（
２

）
状

況
の

理
解

と
変

化
へ

の
対

応
に

関
す

る
こ

と
項

目
（
２

）
他

者
の

意
図

や
感

情
の

理
解

に
関

す
る

こ
と

Ｆ
　

対
人

関
係

ス
キ

ル
　

　
Ｊ

　
ス

ト
レ

ス
・
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
Ｅ

　
効

果
的

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
　

　
Ｆ

　
対

人
関

係
ス

キ
ル

　
　

J
  
ス

ト
レ

ス
・
コ

ン
ト

ロ
ー

ル

・
自

分
の

気
持

ち
を

適
切

に
表

現
す

る
こ

と
が

難
し

い
。

・
質

問
が

終
わ

る
前

に
出

し
抜

け
に

答
え

始
め

て
し

ま
う

。
・
自

分
の

気
持

ち
を

適
切

に
表

現
す

る
こ

と
が

難
し

い
。

・
友

達
と

の
ト

ラ
ブ

ル
が

目
立

つ
。

2
0
分

間
4
5
分

間

個
別

小
グ

ル
ー

プ
，

　
個

別

①
嫌

な
こ

と
を

さ
れ

た
場

合
は

，
や

め
て

ほ
し

い
こ

と
を

伝
え

る
こ

と
が

大
切

で
あ

る
こ

と
を

知
る

。

②
教

師
が

行
っ

た
こ

と
に

対
し

て
，

「
や

め
て

」
と

言
う

練
習

を
す

る
。

  
 ※

事
前

に
対

象
児

の
も

の
に

触
る

こ
と

を
告

げ
て

か
ら

，
教

師
は

対
象

児
の

も
の

を
手

に
取

る
。

　
  
　

小
声

で
 「

や
め

て
」
と

言
う

こ
と

を
促

し
た

り
，

「
や

め
て

」
と

書
い

た
カ

ー
ド

を
見

せ
た

り
し

て
　

　
  
 「

や
め

て
」
と

意
思

表
示

で
き

る
よ

う
に

支
援

す
る

。
  
 ※

支
援

を
し

た
が

，
意

思
表

示
で

き
な

い
場

合
は

，
教

師
が

自
分

で
「
や

め
て

」
と

言
っ

て
，

対
　

　
　

象
児

に
返

す
。

  
 ※

言
葉

で
言

う
こ

と
が

難
し

い
場

合
は

，
カ

ー
ド

や
ジ

ェ
ス

チ
ャ

ー
を

使
っ

て
気

持
ち

を
伝

え
る

　
　

  
方

法
を

教
え

る
。

  
  
・
「
や

め
て

」
と

言
う

。
　

　
・
「
や

め
て

」
と

書
い

て
あ

る
カ

ー
ド

を
示

す
。

  
  
・
「
や

め
て

」
と

い
う

気
持

ち
を

表
す

ジ
ェ

ス
チ

ャ
ー

を
行

う
。

③
「
や

め
て

」
と

言
え

た
ら

，
す

ぐ
に

も
の

が
返

っ
て

く
る

こ
と

を
知

る
。

　 ④
子

ど
も

同
士

で
ロ

ー
ル

プ
レ

イ
を

行
う

。
  
  
・
①

～
③

を
繰

り
返

す
。

①
こ

れ
ま

で
に

「
う

れ
し

く
な

っ
た

言
葉

」
や

「
悲

し
く
な

っ
た

言
葉

」
を

想
起

し
，

発
表

す
る

。

②
言

葉
に

は
「
人

を
う

れ
し

く
さ

せ
る

言
葉

」
，

「
悲

し
く
傷

つ
け

る
言

葉
」
が

あ
る

こ
と

を
知

る
。

③
「
う

れ
し

い
言

葉
」
と

「
か

な
し

い
言

葉
」
が

使
わ

れ
て

い
る

場
面

が
か

か
れ

た
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

，
  
 そ

れ
ぞ

れ
の

言
葉

を
使

う
と

相
手

が
ど

ん
な

気
持

ち
に

な
る

か
を

考
え

て
，

記
入

す
る

。

④
ペ

ア
に

な
り

，
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

書
か

れ
て

い
る

台
詞

を
も

と
に

ロ
ー

ル
プ

レ
イ

を
行

う
。

⑤
気

付
い

た
こ

と
や

感
想

を
発

表
し

，
振

り
返

り
を

す
る

。

・
短

時
間

で
で

き
る

た
め

，
一

定
期

間
毎

日
繰

り
返

す
。

・
「
や

め
て

」
が

言
え

る
よ

う
に

な
っ

た
ら

，
「
◯

◯
し

よ
う

よ
」
と

誘
わ

れ
た

後
に

「
い

や
」
と

言
う

こ
　

と
が

で
き

る
よ

う
内

容
を

変
え

て
実

施
す

る
。

・
「
う

れ
し

い
言

葉
」
「
か

な
し

い
言

葉
」
を

教
室

に
掲

示
す

る
。

・
「
か

な
し

い
言

葉
」
を

子
ど

も
が

言
っ

た
ら

，
「
○

○
（
そ

の
言

葉
）
を

言
わ

れ
る

と
，

先
生

は
悲

し
い

　
気

持
ち

に
な

る
よ

」
と

伝
え

る
。

・
「
う

れ
し

い
言

葉
」
を

子
ど

も
が

言
っ

た
ら

，
「
い

い
言

葉
だ

ね
」
「
う

れ
し

く
な

る
ね

」
な

ど
周

り
に

も
聞

　
こ

え
る

よ
う

に
声

を
か

け
る

。
・
「
か

な
し

い
言

葉
」
を

言
っ

て
し

ま
っ

た
と

き
に

，
謝

る
こ

と
が

で
き

た
ら

褒
め

る
。

般
化

す
る

た
め

の
ポ

イ
ン

ト
般

化
す

る
た

め
の

ポ
イ

ン
ト

内
　

　
　

容
内

　
　

　
容

指
導

形
態

指
導

形
態

時
　

　
　

間
時

　
　

　
間

子
ど

も
の

様
子

子
ど

も
の

様
子

ラ
イ

フ
ス

キ
ル

項
目

ラ
イ

フ
ス

キ
ル

項
目

自
立

活
動

自
立

活
動

目
的

・
ね

ら
い

目
的

・
ね

ら
い

-4-



タ
イ

ト
ル

⑨
友

達
づ

く
り

タ
イ

ト
ル

⑩
気

持
ち

を
相

手
に

伝
え

よ
う

（
謝

る
）

相
手

を
意

識
し

た
関

わ
り

方
（
話

し
方

）
を

理
解

す
る

。
相

手
の

気
持

ち
を

考
え

て
，

不
適

切
な

言
動

を
し

た
と

き
の

謝
り

方
を

身
に

付
け

る
。

区
分

３
　

人
間

関
係

の
形

成
区

分
３

　
人

間
関

係
の

形
成

項
目

（
４

）
集

団
へ

の
参

加
の

基
礎

に
関

す
る

こ
と

項
目

（
１

）
他

者
と

の
関

わ
り

の
基

礎
に

関
す

る
こ

と

Ｅ
　

効
果

的
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

　
　

Ｆ
　

対
人

関
係

ス
キ

ル
Ｆ

　
対

人
関

係
ス

キ
ル

　
　

Ｉ　
情

動
へ

の
対

処

・
自

分
の

気
持

ち
を

適
切

に
表

現
す

る
こ

と
が

難
し

い
。

・
挨

拶
を

し
た

り
，

感
謝

や
謝

罪
の

気
持

ち
を

言
葉

で
伝

え
た

り
す

る
こ

と
が

難
し

い
。

・
話

を
じ

っ
く
り

と
聞

く
こ

と
が

難
し

い
。

・
友

達
と

の
ト

ラ
ブ

ル
が

目
立

つ
。

・
挨

拶
を

し
た

り
，

感
謝

や
謝

罪
の

気
持

ち
を

言
葉

で
伝

え
た

り
す

る
こ

と
が

難
し

い
。

4
5
分

間
4
5
分

間

個
別

，
　

小
グ

ル
ー

プ
個

別
，

　
小

グ
ル

ー
プ

①
初

め
て

会
っ

た
子

ど
も

へ
の

話
し

か
け

方
に

よ
っ

て
，

相
手

が
ど

う
思

う
か

を
考

え
る

。
  
　

・
親

し
す

ぎ
る

話
し

方
で

話
し

か
け

る
。

　
・
突

然
，

相
手

に
質

問
を

す
る

。
  
　

・
自

分
の

名
前

を
言

っ
て

か
ら

，
相

手
に

話
し

か
け

る
。

　
 ※

教
師

が
話

し
か

け
る

人
の

役
に

な
り

，
ロ

ー
ル

プ
レ

イ
を

行
う

。

②
初

め
て

会
っ

た
子

ど
も

へ
の

話
し

か
け

方
に

よ
っ

て
，

第
一

印
象

が
変

わ
る

こ
と

を
知

る
。

　 ③
初

め
て

会
っ

た
子

ど
も

と
話

す
内

容
や

話
し

方
に

つ
い

て
考

え
る

。
  
　

・
名

前
　

・
好

き
な

遊
び

④
話

し
合

っ
た

結
果

を
基

に
し

て
，

ペ
ア

に
な

り
，

 ロ
ー

ル
プ

レ
イ

を
す

る
。

⑤
④

の
感

想
を

発
表

し
，

振
り

返
り

を
す

る
。

　
 ※

教
師

は
，

自
分

か
ら

話
し

か
け

る
大

切
さ

を
伝

え
る

と
と

も
に

，
話

し
か

け
る

こ
と

が
苦

手
な

　
  
　

子
ど

も
に

は
，

ど
の

よ
う

に
話

し
か

け
れ

ば
よ

い
か

イ
メ

ー
ジ

で
き

る
よ

う
に

工
夫

を
す

る
。

①
想

定
場

面
の

イ
ラ

ス
ト

を
見

て
，

適
切

な
言

動
と

不
適

切
な

言
動

に
つ

い
て

考
え

る
。

  
  
・
交

通
当

番
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
「
体

重
何

キ
ロ

」
と

尋
ね

る
。

  
  
・
ゲ

ス
ト

テ
ィ

ー
チ

ャ
ー

に
「
そ

の
服

，
似

合
わ

な
い

ね
」
と

言
う

。
  
  
・
好

き
な

キ
ャ

ラ
ク

タ
ー

に
つ

い
て

話
し

て
い

る
子

に
「
そ

の
キ

ャ
ラ

ク
タ

ー
き

も
い

」
と

言
う

。
  
  
・
対

戦
ゲ

ー
ム

で
自

分
が

負
け

た
と

き
に

「
う

ざ
い

」
と

言
う

。
  
  
・
表

彰
さ

れ
た

子
ど

も
に

「
す

ご
い

ね
」
と

言
う

。
  
  
・
教

科
書

を
見

せ
て

く
れ

た
友

達
に

「
助

か
っ

た
。

あ
り

が
と

う
」
と

言
う

。

②
相

手
の

気
持

ち
を

考
え

た
言

動
が

大
切

で
あ

る
こ

と
を

知
る

。

③
過

ち
を

し
た

場
合

，
相

手
の

気
持

ち
を

考
え

た
言

動
は

ど
の

よ
う

な
も

の
が

あ
る

か
を

考
え

る
。

  
  
・
ご

め
ん

な
さ

い
。

　
・
反

省
し

て
い

ま
す

。

④
想

定
場

面
の

イ
ラ

ス
ト

を
見

て
，

謝
罪

の
言

葉
を

考
え

る
。

  
  
・
ガ

ラ
ス

を
割

っ
て

し
ま

っ
た

。
　

 ・
教

室
の

中
で

暴
れ

て
し

ま
っ

た
。

  
  
・
友

達
の

も
の

を
勝

手
に

使
っ

て
し

ま
っ

た
。

 ⑤
④

の
想

定
場

面
の

イ
ラ

ス
ト

に
合

わ
せ

て
，

友
達

や
教

師
と

ロ
ー

ル
プ

レ
イ

を
す

る
。

⑥
⑤

の
感

想
を

発
表

し
，

振
り

返
り

を
す

る
。

・
グ

ル
ー

プ
活

動
の

メ
ン

バ
ー

を
変

更
し

た
り

，
席

替
え

を
し

た
り

す
る

場
面

に
お

い
て

，
話

し
か

け
  
る

機
会

を
設

定
す

る
。

・
学

校
や

社
会

生
活

で
身

近
な

場
面

を
取

り
上

げ
，

適
切

な
気

持
ち

の
伝

え
方

を
考

え
る

。
・
過

ち
を

し
た

場
合

，
想

定
場

面
の

イ
ラ

ス
ト

を
見

せ
，

謝
罪

の
仕

方
を

想
起

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
般

化
す

る
た

め
の

ポ
イ

ン
ト

般
化

す
る

た
め

の
ポ

イ
ン

ト

内
　

　
　

容
内

　
　

　
容

指
導

形
態

指
導

形
態

時
　

　
　

間
時

　
　

　
間

子
ど

も
の

様
子

子
ど

も
の

様
子

ラ
イ

フ
ス

キ
ル

項
目

ラ
イ

フ
ス

キ
ル

項
目

自
立

活
動

自
立

活
動

目
的

・
ね

ら
い

目
的

・
ね

ら
い
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タ
イ

ト
ル

⑪
自

分
や

友
達

の
よ

い
と

こ
ろ

を
見

つ
け

よ
う

タ
イ

ト
ル

⑫
身

だ
し

な
み

チ
ェ

ッ
ク

自
分

と
他

者
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

身
だ

し
な

み
に

対
す

る
意

識
を

高
め

る
。

区
分

３
　

人
間

関
係

の
形

成
区

分
３

　
人

間
関

係
の

形
成

項
目

（
３

）
自

己
の

理
解

と
行

動
の

調
整

に
関

す
る

こ
と

項
目

（
３

）
自

己
の

理
解

と
行

動
の

調
整

に
関

す
る

こ
と

Ｇ
　

自
己

認
識

Ｇ
　

自
己

認
識

・
他

者
の

目
に

自
分

が
ど

う
映

っ
て

い
る

か
あ

ま
り

気
に

し
な

い
。

・
自

信
が

な
い

様
子

が
よ

く
見

ら
れ

る
。

・
他

者
の

目
に

自
分

が
ど

う
映

っ
て

い
る

か
あ

ま
り

気
に

し
な

い
。

4
5
分

間
２

分
間

個
別

，
　

小
グ

ル
ー

プ
個

別

①
自

分
の

よ
い

と
こ

ろ
を

考
え

る
。

　
 ※

教
師

は
子

ど
も

の
発

達
に

応
じ

て
，

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

な
ど

に
自

分
の

よ
い

と
こ

ろ
を

書
く
よ

う
　

  
　

に
促

す
。

書
け

な
い

場
合

は
，

よ
い

と
こ

ろ
が

書
か

れ
た

カ
ー

ド
の

中
か

ら
選

ぶ
よ

う
に

促
す

。
　   
  
・
や

さ
し

い
　

・
お

も
し

ろ
い

　
・
が

ま
ん

強
い

　
・
ま

じ
め

　
・
物

知
り

　
な

ど

②
ペ

ア
に

な
り

，
相

手
の

よ
い

と
こ

ろ
を

考
え

る
。

　
 ※

よ
い

と
こ

ろ
が

書
か

れ
た

カ
ー

ド
を

使
っ

て
も

よ
い

こ
と

を
伝

え
る

。

③
ペ

ア
と

お
互

い
の

よ
い

と
こ

ろ
を

発
表

し
合

う
。

④
自

分
の

よ
い

と
こ

ろ
を

聞
い

て
思

っ
た

こ
と

を
発

表
す

る
。

①
身

だ
し

な
み

の
「
よ

い
例

」
と

「
悪

い
例

」
の

写
真

を
見

て
，

身
だ

し
な

み
で

気
を

付
け

る
チ

ェ
ッ

ク
　

 ポ
イ

ン
ト

を
確

認
す

る
。

 ②
更

衣
室

で
，

着
替

え
を

す
る

。
  
 ※

教
師

は
，

更
衣

室
入

口
付

近
に

，
全

身
が

映
る

鏡
を

準
備

し
て

お
く
。

③
更

衣
後

，
身

だ
し

な
み

を
チ

ェ
ッ

ク
し

て
か

ら
退

室
す

る
。

  
 ※

教
師

は
，

必
要

に
応

じ
て

，
更

衣
室

内
に

「
よ

い
例

」
「
悪

い
例

」
な

ど
の

写
真

を
貼

っ
た

り
，

　
　

　
チ

ェ
ッ

ク
ポ

イ
ン

ト
を

箇
条

書
き

し
た

も
の

を
掲

示
し

た
り

し
て

，
自

分
で

確
認

で
き

る
工

夫
  
  
  
 を

す
る

。

・
よ

い
と

こ
ろ

の
表

現
を

ま
と

め
た

表
を

壁
に

貼
っ

て
，

い
つ

で
も

見
返

す
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

　
す

る
。

・
友

達
の

よ
い

と
こ

ろ
は

直
接

伝
え

て
も

よ
い

が
，

よ
く
な

い
と

こ
ろ

を
教

師
に

伝
え

る
ル

ー
ル

を
　

つ
く
る

。

・
「
更

衣
室

に
入

室
 →

 着
替

え
 →

 鏡
を

見
る

 →
 退

室
」
の

流
れ

を
標

示
し

た
り

，
出

入
口

に
鏡

　
を

置
い

て
確

認
す

る
よ

う
に

促
す

。
・
身

だ
し

な
み

が
き

ち
ん

と
整

っ
て

い
た

ら
褒

め
，

よ
い

印
象

で
あ

る
こ

と
を

伝
え

る
。

・
給

食
を

配
膳

す
る

際
の

エ
プ

ロ
ン

着
用

等
の

機
会

を
活

用
す

る
。

般
化

す
る

た
め

の
ポ

イ
ン

ト
般

化
す

る
た

め
の

ポ
イ

ン
ト

内
　

　
　

容
内

　
　

　
容

指
導

形
態

指
導

形
態

時
　

　
　

間
時

　
　

　
間

子
ど

も
の

様
子

子
ど

も
の

様
子

ラ
イ

フ
ス

キ
ル

項
目

ラ
イ

フ
ス

キ
ル

項
目

自
立

活
動

自
立

活
動

目
的

・
ね

ら
い

目
的

・
ね

ら
い
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タ
イ

ト
ル

⑬
状

況
に

合
わ

せ
た

よ
い

こ
と

を
知

ろ
う

タ
イ

ト
ル

⑭
あ

い
さ

つ
を

し
よ

う

正
し

い
こ

と
が

よ
い

こ
と

と
は

限
ら

な
い

場
合

が
あ

る
こ

と
を

知
る

。
状

況
に

応
じ

て
柔

軟
に

対
応

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
こ

と
が

あ
る

こ
と

を
知

る
。

挨
拶

を
す

る
こ

と
で

，
周

り
の

人
と

関
わ

り
が

も
て

る
こ

と
を

知
る

。

区
分

３
　

人
間

関
係

の
形

成
区

分
３

　
人

間
関

係
の

形
成

項
目

（
４

）
集

団
へ

の
参

加
の

基
礎

に
関

す
る

こ
と

項
目

（
1
）
他

者
と

の
関

わ
り

の
基

礎
に

関
す

る
こ

と

Ｆ
　

対
人

関
係

ス
キ

ル
Ｆ

　
対

人
関

係
ス

キ
ル

・
こ

だ
わ

り
が

強
く
，

自
分

の
決

め
た

通
り

に
行

動
し

な
い

と
気

が
済

ま
な

い
。

・
状

況
に

合
わ

せ
た

適
切

な
行

動
を

と
る

こ
と

が
難

し
い

。
・
表

情
，

身
振

り
な

ど
の

非
言

語
的

な
サ

イ
ン

の
理

解
や

表
出

が
難

し
い

。
・
挨

拶
を

し
た

り
，

感
謝

や
謝

罪
の

気
持

ち
を

言
葉

で
伝

え
た

り
す

る
こ

と
が

難
し

い
。

4
5
分

間
4
5
分

間

個
別

，
　

小
グ

ル
ー

プ
個

別
，

　
小

グ
ル

ー
プ

①
給

食
を

全
部

食
べ

ず
に

残
し

て
い

る
A

さ
ん

に
ど

の
よ

う
な

言
葉

か
け

を
す

る
の

か
考

え
る

。
　

 ※
事

例
は

具
体

的
な

も
の

を
用

い
る

。
  
  
・
残

し
て

は
い

け
な

い
ん

だ
よ

。
  
  
・
全

部
食

べ
な

い
と

い
け

な
い

よ
。

  
  
・
給

食
を

残
し

て
い

る
け

れ
ど

，
ど

う
し

た
の

。

②
給

食
を

全
部

食
べ

る
こ

と
は

よ
い

こ
と

で
あ

る
が

，
体

調
が

悪
い

と
き

に
「
残

し
て

は
い

け
な

い
　

 ん
だ

よ
」
「
全

部
食

べ
な

い
と

い
け

な
い

よ
」
の

言
葉

を
か

け
ら

れ
る

と
，

ど
の

よ
う

な
気

持
ち

に
　

 な
る

の
か

を
考

え
る

。
  
  
・
体

調
が

悪
い

か
ら

食
べ

れ
な

い
の

に
，

嫌
な

人
だ

な
。

  
  
・
体

調
が

悪
い

か
ら

食
べ

れ
な

い
の

に
，

注
意

さ
れ

る
理

由
が

分
か

ら
な

い
。

  
  
・
気

遣
っ

て
く
れ

て
，

う
れ

し
い

な
。

③
状

況
に

合
わ

せ
た

言
動

が
大

切
で

あ
る

こ
と

を
知

る
。

　
 ※

教
師

は
，

状
況

に
応

じ
た

見
方

や
対

応
を

示
す

。

①
挨

拶
の

言
葉

に
は

ど
の

よ
う

な
も

の
が

あ
る

か
を

考
え

る
。

  
　

・
お

は
よ

う
　

・
こ

ん
に

ち
は

　
・
あ

り
が

と
う

　
・
さ

よ
う

な
ら

　
・
い

っ
て

き
ま

す
　

・
た

だ
い

ま

②
言

葉
を

使
わ

な
い

挨
拶

の
方

法
を

考
え

る
。

　
  
・
ハ

イ
タ

ッ
チ

　
・
手

を
振

る
　

・
会

釈
を

す
る

③
場

面
を

想
定

し
て

，
ペ

ア
で

挨
拶

を
す

る
。

　
  
・
朝

　
「
お

は
よ

う
」
と

言
い

，
ハ

イ
タ

ッ
チ

を
す

る
　

  
・
昼

　
「
こ

ん
に

ち
は

」
と

言
い

，
会

釈
を

す
る

　
  
・
親

切
に

さ
れ

た
と

き
　

「
あ

り
が

と
う

」
と

言
い

，
会

釈
を

す
る

　
  
・
帰

り
　

「
さ

よ
う

な
ら

」
と

言
い

，
手

を
振

る
  
  
・
学

級
か

ら
出

か
け

る
と

き
　

「
行

っ
て

き
ま

す
」
　

学
級

へ
戻

る
と

き
「
た

だ
い

ま
」
と

言
う

④
職

員
室

に
行

き
，

朝
，

昼
，

親
切

に
さ

れ
た

と
き

，
帰

り
な

ど
の

場
面

設
定

を
し

て
，

職
員

室
の

  
 教

師
に

挨
拶

を
す

る
練

習
を

す
る

。
 ⑤

学
級

へ
戻

る
と

き
，

出
か

け
る

と
き

に
挨

拶
を

す
る

。
　

  
・
た

だ
い

ま
　

・
い

っ
て

き
ま

す
  
 ※

言
葉

で
表

現
で

き
な

い
場

合
は

，
身

振
り

で
挨

拶
の

練
習

を
行

っ
て

も
よ

い
こ

と
を

伝
え

る
。

　
 ※

職
員

室
の

教
師

に
は

挨
拶

の
練

習
を

す
る

こ
と

を
あ

ら
か

じ
め

伝
え

て
お

く
。

・
場

面
や

そ
の

人
に

よ
っ

て
，

い
く
つ

か
の

対
応

が
考

え
ら

れ
る

こ
と

を
伝

え
る

。
・
対

応
に

迷
っ

た
場

合
の

具
体

的
な

方
法

に
つ

い
て

話
し

合
う

機
会

を
設

定
す

る
。

・
挨

拶
カ

ー
ド

を
作

成
し

，
挨

拶
が

出
来

た
ら

○
を

つ
け

て
自

分
か

ら
進

ん
で

挨
拶

が
で

き
る

よ
う

　
に

促
す

。
・
学

校
や

学
級

と
し

て
の

挨
拶

に
関

す
る

ル
ー

ル
を

作
り

，
ふ

だ
ん

（
日

頃
）
か

ら
意

識
で

き
る

よ
う

  
に

促
す

。

般
化

す
る

た
め

の
ポ

イ
ン

ト
般

化
す

る
た

め
の

ポ
イ

ン
ト

内
　

　
　

容
内

　
　

　
容

指
導

形
態

指
導

形
態

時
　

　
　

間
時

　
　

　
間

子
ど

も
の

様
子

子
ど

も
の

様
子

ラ
イ

フ
ス

キ
ル

項
目

ラ
イ

フ
ス

キ
ル

項
目

自
立

活
動

自
立

活
動

目
的

・
ね

ら
い

目
的

・
ね

ら
い
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タ
イ

ト
ル

⑮
答

え
て

み
よ

う
タ

イ
ト

ル
⑯

あ
た

た
か

い
言

葉
を

か
け

よ
う

質
問

に
対

す
る

答
え

方
を

知
る

こ
と

が
で

き
る

。
相

手
の

表
情

に
合

わ
せ

て
ど

の
よ

う
な

言
葉

を
か

け
る

と
よ

い
か

を
考

え
る

こ
と

が
で

き
る

。

区
分

３
　

人
間

関
係

の
形

成
区

分
３

　
人

間
関

係
の

形
成

項
目

（
1
）
他

者
と

の
関

わ
り

の
基

礎
に

関
す

る
こ

と
項

目
（
２

）
他

者
の

意
図

や
感

情
の

理
解

に
関

す
る

こ
と

Ｅ
　

効
果

的
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

　
　

Ｆ
　

対
人

関
係

ス
キ

ル
Ｆ

　
対

人
関

係
ス

キ
ル

　
　

Ｈ
　

共
感

性

・
自

分
の

気
持

ち
を

適
切

に
表

現
す

る
こ

と
が

難
し

い
。

・
状

況
に

合
わ

せ
た

適
切

な
行

動
を

と
る

こ
と

が
難

し
い

。
・
状

況
に

合
わ

せ
た

適
切

な
行

動
を

と
る

こ
と

が
難

し
い

。
・
他

の
人

の
気

持
ち

や
意

図
を

理
解

す
る

こ
と

が
難

し
い

。

1
5
分

間
4
5
分

間

個
別

，
　

小
グ

ル
ー

プ
個

別
，

　
小

グ
ル

ー
プ

①
想

定
場

面
の

イ
ラ

ス
ト

を
見

て
，

ど
の

よ
う

な
状

況
か

考
え

る
。

　
 ※

教
師

が
児

童
に

質
問

し
て

い
る

様
子

が
描

か
れ

た
絵

を
提

示
す

る
。

　
 ※

教
師

の
吹

き
出

し
に

は
質

問
を

記
入

し
，

子
ど

も
の

吹
き

出
し

は
空

欄
に

し
て

お
く
。

  
 ※

答
え

ら
れ

な
い

場
合

は
教

師
が

説
明

す
る

。

②
状

況
に

応
じ

た
答

え
方

を
知

る
。

  
  
・
体

調
が

悪
い

と
き

　
  
 （

教
師

）
「
ど

う
し

た
の

」
→

（
子

ど
も

）
「
頭

が
痛

い
で

す
」

　
  
・
悩

ん
で

い
る

と
き

　
  
 （

教
師

）
「
ど

う
し

た
の

」
→

（
子

ど
も

）
「
漢

字
が

分
か

り
ま

せ
ん

」

③
教

師
と

子
ど

も
で

ロ
ー

ル
プ

レ
イ

を
行

う
。

 　
※

日
常

生
活

の
場

面
を

反
復

練
習

を
す

る
と

よ
い

。
 　

※
答

え
方

の
選

択
肢

を
用

意
し

て
お

い
て

も
よ

い
。

④
他

の
教

師
や

友
達

同
士

で
，

質
問

や
受

け
答

え
の

練
習

を
す

る
。

①
「
あ

た
た

か
い

言
葉

を
か

け
よ

う
」
の

ル
ー

ル
を

知
る

。
　

・
文

字
カ

ー
ド

に
合

っ
た

絵
カ

ー
ド

を
取

る
。

　
・
絵

カ
ー

ド
の

場
面

に
合

っ
た

文
字

カ
ー

ド
を

取
る

。
　

 ※
ル

ー
ル

は
言

葉
に

よ
る

説
明

だ
け

で
な

く
，

掲
示

し
て

視
覚

的
に

示
す

と
よ

い
。

  
 ※

日
常

の
場

面
を

描
い

た
絵

カ
ー

ド
と

，
適

切
な

声
か

け
を

文
字

で
書

い
た

文
字

カ
ー

ド
を

用
意

　
  
　

す
る

。
　

（
泣

い
て

い
る

絵
と

「
ど

う
し

た
の

」
と

い
う

文
字

カ
ー

ド
，

な
わ

と
び

を
練

習
し

て
い

る
絵

と
「
が

ん
　

　
ば

れ
」
と

い
う

文
字

カ
ー

ド
な

ど
）

②
先

生
の

言
葉

を
聞

い
て

，
そ

の
言

葉
を

か
け

た
い

状
況

を
示

し
て

い
る

絵
カ

ー
ド

を
選

択
す

る
。

　
 ※

人
数

に
応

じ
た

同
じ

絵
カ

ー
ド

を
用

意
す

る
。

　
 ※

教
師

は
，

文
字

カ
ー

ド
を

読
み

上
げ

る
毎

に
正

解
の

絵
カ

ー
ド

を
確

認
し

て
，

絵
の

状
況

を
　

  
　

説
明

す
る

。

③
グ

ル
ー

プ
を

作
り

，
教

師
が

文
字

カ
ー

ド
を

読
み

上
げ

，
そ

の
言

葉
を

か
け

た
い

状
況

を
示

し
　

 て
い

る
絵

カ
ー

ド
を

取
る

。
  
 ※

４
人

程
度

の
グ

ル
ー

プ
を

作
っ

て
行

う
。

た
く
さ

ん
と

れ
た

人
を

勝
ち

と
す

る
。

④
絵

カ
ー

ド
を

１
枚

引
き

，
そ

の
場

面
の

演
技

を
し

，
場

面
の

状
況

に
合

っ
た

言
葉

を
か

け
る

練
習

  
 を

す
る

。

・
生

活
の

中
で

，
教

師
が

質
問

し
，

子
ど

も
が

答
え

ら
れ

る
場

面
を

増
や

す
。

・
絵

カ
ー

ド
と

文
字

カ
ー

ド
を

机
上

に
並

べ
て

ト
ラ

ン
プ

の
神

経
衰

弱
の

よ
う

に
と

る
な

ど
，

ル
ー

ル
　

を
変

え
て

行
う

。
・
絵

カ
ー

ド
と

同
じ

場
面

を
意

図
的

に
作

り
，

言
葉

か
け

が
実

施
で

き
る

よ
う

促
す

。

般
化

す
る

た
め

の
ポ

イ
ン

ト
般

化
す

る
た

め
の

ポ
イ

ン
ト

内
　

　
　

容
内

　
　

　
容

指
導

形
態

指
導

形
態

時
　

　
　

間
時

　
　

　
間

子
ど

も
の

様
子

子
ど

も
の

様
子

ラ
イ

フ
ス

キ
ル

項
目

ラ
イ

フ
ス

キ
ル

項
目

自
立

活
動

自
立

活
動

目
的

・
ね

ら
い

目
的

・
ね

ら
い
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タ
イ

ト
ル

⑰
ど

う
し

て
ほ

し
い

の
か

考
え

て
み

よ
う

タ
イ

ト
ル

⑱
好

き
な

も
の

を
伝

え
合

お
う

言
葉

に
込

め
ら

れ
た

相
手

の
意

図
や

感
情

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

自
分

の
こ

と
を

知
り

，
友

達
と

の
共

通
点

を
知

る
。

区
分

３
　

人
間

関
係

の
形

成
区

分
３

　
人

間
関

係
の

形
成

項
目

（
２

）
他

者
の

意
図

や
感

情
の

理
解

に
関

す
る

こ
と

項
目

（
３

）
自

己
の

理
解

と
行

動
の

調
整

に
関

す
る

こ
と

Ｆ
　

対
人

関
係

ス
キ

ル
　

　
Ｈ

　
共

感
性

Ｅ
　

効
果

的
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

　
　

Ｆ
　

対
人

関
係

ス
キ

ル
　

　
Ｇ

　
自

己
認

識
　

　
Ｈ

　
共

感
性

・
状

況
に

合
わ

せ
た

適
切

な
行

動
を

と
る

こ
と

が
難

し
い

。
・
他

の
人

の
気

持
ち

や
意

図
を

理
解

す
る

こ
と

が
難

し
い

。
・
友

達
と

の
ト

ラ
ブ

ル
が

目
立

つ
。

1
5
分

間
1
5
分

間

個
別

個
別

，
　

小
グ

ル
ー

プ

①
「
重

い
よ

」
と

言
い

な
が

ら
，

物
を

運
ん

で
い

る
子

ど
も

と
，

そ
ば

で
見

て
い

る
子

ど
も

（
吹

き
出

し
  
 が

書
か

れ
て

い
る

）
が

描
か

れ
た

絵
を

見
て

，
ど

の
よ

う
な

場
面

，
ど

の
よ

う
な

状
況

か
を

考
え

  
 る

。
　

 ※
教

師
Ｔ

１
は

子
ど

も
に

絵
を

見
せ

る
。

　
 ※

さ
ま

ざ
ま

な
日

常
生

活
で

の
場

面
の

絵
を

用
意

し
て

行
う

と
よ

い
。

　
  
・
た

く
さ

ん
の

物
を

運
ん

で
い

て
，

「
重

い
」
と

言
っ

て
い

る
。

②
そ

ば
で

見
て

い
る

子
ど

も
が

「
手

助
け

す
る

こ
と

が
で

き
る

か
」
に

つ
い

て
考

え
る

。

③
そ

ば
で

見
て

い
る

子
ど

も
の

ふ
き

だ
し

に
入

る
言

葉
を

考
え

る
。

④
教

師
Ｔ

１
と

子
ど

も
で

役
割

を
交

代
し

な
が

ら
ロ

ー
ル

プ
レ

イ
を

行
う

。

⑤
教

師
Ｔ

２
が

物
を

運
ぶ

様
子

を
見

て
，

ど
の

よ
う

な
行

動
を

と
る

と
よ

い
か

を
考

え
，

実
践

す
る

。
  
 ※

教
師

Ｔ
２

は
「
重

い
よ

」
と

言
い

な
が

ら
廊

下
で

物
を

運
ぶ

様
子

を
子

ど
も

に
見

せ
る

。
　

 ※
教

師
Ｔ

２
が

重
い

物
を

運
ぶ

こ
と

は
子

ど
も

に
あ

ら
か

じ
め

伝
え

な
い

。
　

 ※
教

師
Ｔ

１
は

子
ど

も
に

学
習

し
た

内
容

を
実

践
す

る
よ

う
に

促
す

。
　

 ※
教

師
Ｔ

２
の

手
伝

い
を

し
た

ら
，

褒
め

て
認

め
る

。
　

 ※
⑤

は
①

と
同

じ
状

況
を

意
図

的
に

作
り

出
し

，
実

際
の

場
面

で
学

習
し

た
内

容
を

使
う

こ
と

が
  
  
  
 で

き
る

よ
う

に
す

る
。

①
ペ

ア
を

つ
く
る

。
  
 ※

ペ
ア

で
行

う
こ

と
が

難
し

い
場

合
，

教
師

と
行

っ
て

も
よ

い
。

②
絵

カ
ー

ド
を

用
意

し
，

一
人

が
子

ど
も

に
絵

カ
ー

ド
を

２
枚

提
示

し
て

，
「
ど

ち
ら

が
好

き
で

す
か

」
  
  
と

聞
き

，
も

う
一

人
が

選
ぶ

。
  
　

・
食

べ
物

　
ス

イ
カ

と
み

か
ん

　
  
・
遊

び
　

野
球

と
サ

ッ
カ

ー
　

  
・
職

業
　

店
員

と
研

究
者

③
聞

い
た

方
が

「
○

○
が

好
き

な
ん

で
す

ね
。

ど
う

し
て

○
○

が
好

き
な

の
で

す
か

」
と

質
問

す
る

。
　

 聞
か

れ
た

方
が

自
分

の
考

え
て

い
る

こ
と

や
好

き
な

こ
と

に
つ

い
て

改
め

て
考

え
，

言
葉

で
相

　
 手

に
伝

わ
る

よ
う

に
説

明
す

る
。

④
聞

い
た

方
は

「
△

△
さ

ん
は

○
○

が
好

き
な

ん
で

す
ね

」
と

伝
え

て
言

葉
で

確
認

し
て

伝
え

る
。

⑤
役

割
を

交
代

し
て

行
う

。
相

手
と

同
じ

答
え

に
な

っ
た

と
き

は
，

「
△

△
さ

ん
も

私
と

同
じ

で
○

○
　

 が
好

き
な

ん
で

す
ね

」
と

言
葉

で
共

通
点

を
伝

え
，

共
感

を
得

る
。

・
手

助
け

を
必

要
と

す
る

様
子

を
子

ど
も

に
見

せ
，

学
習

し
た

内
容

を
実

践
す

る
よ

う
促

す
。

・
給

食
の

時
間

に
学

習
し

た
内

容
を

想
起

さ
せ

，
給

食
の

メ
ニ

ュ
ー

で
同

じ
こ

と
を

行
う

。
般

化
す

る
た

め
の

ポ
イ

ン
ト

般
化

す
る

た
め

の
ポ

イ
ン

ト

内
　

　
　

容
内

　
　

　
容

指
導

形
態

指
導

形
態

時
　

　
　

間
時

　
　

　
間

子
ど

も
の

様
子

子
ど

も
の

様
子

ラ
イ

フ
ス

キ
ル

項
目

ラ
イ

フ
ス

キ
ル

項
目

自
立

活
動

自
立

活
動

目
的

・
ね

ら
い

目
的

・
ね

ら
い
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タ
イ

ト
ル

⑲
私

の
い

い
と

こ
ろ

・
得

意
な

こ
と

（
マ

イ
プ

ロ
フ

ィ
ー

ル
）

タ
イ

ト
ル

⑳
風

船
バ

レ
ー

を
し

よ
う

自
分

の
よ

い
と

こ
ろ

や
得

意
な

こ
と

を
考

え
，

知
る

。
ル

ー
ル

を
守

る
こ

と
や

順
番

を
待

つ
気

持
ち

を
高

め
る

。

区
分

３
　

人
間

関
係

の
形

成
区

分
３

　
人

間
関

係
の

形
成

項
目

（
３

）
自

己
の

理
解

と
行

動
の

調
整

に
関

す
る

こ
と

項
目

（
４

）
集

団
へ

の
参

加
の

基
礎

に
関

す
る

こ
と

Ｇ
　

自
己

認
識

　
　

Ｈ
　

共
感

性
　

　
Ｊ

　
ス

ト
レ

ス
・
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
Ｆ

　
対

人
関

係
ス

キ
ル

　
　

Ｉ　
情

動
へ

の
対

処

・
自

信
が

な
い

様
子

が
よ

く
見

ら
れ

る
。

・
順

番
を

待
つ

こ
と

が
難

し
い

。
　

　
・
ル

ー
ル

を
守

る
こ

と
が

難
し

い
。

・
誰

か
と

一
緒

に
活

動
す

る
こ

と
が

難
し

い
。

・
み

ん
な

と
同

じ
ペ

ー
ス

で
行

動
す

る
こ

と
が

難
し

い
。

4
5
分

間
1
5
分

間

個
別

，
　

小
グ

ル
ー

プ
個

別
，

　
小

グ
ル

ー
プ

①
マ

イ
プ

ロ
フ

ィ
ー

ル
シ

ー
ト

を
作

成
す

る
こ

と
を

知
る

。
 　

・
名

前
　

・
誕

生
日

　
・
星

座
　

・
血

液
型

　
・
家

族
  
・
好

き
な

こ
と

（
趣

味
）

 　
・
自

分
の

よ
い

と
こ

ろ
　

・
自

分
の

得
意

な
こ

と

②
マ

イ
プ

ロ
フ

ィ
ー

ル
シ

ー
ト

を
記

入
す

る
。

　
 ※

自
分

の
よ

い
と

こ
ろ

，
自

分
の

得
意

な
こ

と
が

書
き

に
く
い

場
合

は
，

友
達

や
家

族
，

先
生

に
　

　
  
よ

く
言

わ
れ

る
言

葉
を

思
い

出
す

よ
う

に
促

す
。

  
 ※

絵
に

描
い

た
り

，
キ

ャ
ラ

ク
タ

ー
を

貼
っ

た
り

し
て

も
よ

い
。

③
自

分
の

よ
い

と
こ

ろ
，

自
分

の
得

意
な

こ
と

か
ら

，
気

に
入

っ
た

も
の

を
１

～
３

つ
選

ぶ
。

④
選

ん
だ

も
の

を
色

紙
な

ど
に

大
き

く
書

い
て

，
よ

く
見

え
る

と
こ

ろ
に

掲
示

す
る

。
　

 ※
常

に
見

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

，
書

い
た

紙
を

縮
小

し
て

，
筆

箱
の

裏
な

ど
子

ど
も

の
目

に
　

　
　

入
る

と
こ

ろ
に

貼
っ

て
も

よ
い

。

⑤
授

業
場

面
や

，
朝

の
会

・
帰

り
の

会
な

ど
で

，
教

師
と

一
緒

に
，

自
分

の
よ

い
と

こ
ろ

や
得

意
な

　
 こ

と
を

確
認

す
る

。
  
 ※

子
ど

も
に

読
み

上
げ

て
も

ら
っ

て
も

よ
い

。
  
 ※

子
ど

も
が

い
ら

い
ら

し
そ

う
な

と
き

な
ど

は
，

事
前

に
一

緒
に

確
認

し
て

落
ち

着
く
よ

う
促

す
。

①
色

紙
を

受
け

取
り

，
風

船
バ

レ
ー

の
ル

ー
ル

を
確

認
す

る
。

  
 ※

視
覚

的
に

分
か

る
よ

う
に

掲
示

す
る

こ
と

も
よ

い
。

　
  
・
自

分
の

持
っ

て
い

る
色

紙
と

同
じ

色
の

風
船

だ
け

を
打

ち
返

す
。

　
  
・
色

を
間

違
え

た
ら

，
1
分

間
休

み
に

な
る

。
　

  
・
休

ん
で

い
る

間
は

コ
ー

ト
の

外
で

待
つ

。

②
ス

タ
ー

ト
の

合
図

後
，

ゲ
ー

ム
を

行
う

。
  
 ※

「
○

色
の

風
船

で
す

よ
」
と

言
葉

を
か

け
，

打
ち

返
し

た
ら

褒
め

る
。

　
 ※

違
う

色
の

風
船

を
打

ち
返

そ
う

と
し

て
い

た
ら

，
再

度
ル

ー
ル

の
確

認
を

し
た

り
，

名
前

を
呼

　
　

　
び

，
子

ど
も

自
身

が
気

付
け

る
よ

う
言

葉
を

か
け

た
り

す
る

。
　 ③

バ
ド

ミ
ン

ト
ン

，
卓

球
な

ど
で

も
ル

ー
ル

を
意

識
し

て
行

う
。

・
自

信
が

な
い

と
き

に
掲

示
を

し
た

自
分

の
よ

い
と

こ
ろ

を
見

る
よ

う
に

促
す

。
・
日

常
生

活
で

ル
ー

ル
を

忘
れ

た
り

，
守

ら
な

か
っ

た
り

し
た

場
面

が
あ

っ
た

ら
，

そ
の

場
で

言
葉

　
を

か
け

て
，

ル
ー

ル
を

守
る

こ
と

や
順

番
を

待
つ

こ
と

の
大

切
さ

に
気

付
く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

　
す

る
。

般
化

す
る

た
め

の
ポ

イ
ン

ト
般

化
す

る
た

め
の

ポ
イ

ン
ト

内
　

　
　

容
内

　
　

　
容

指
導

形
態

指
導

形
態

時
　

　
　

間
時

　
　

　
間

子
ど

も
の

様
子

子
ど

も
の

様
子

ラ
イ

フ
ス

キ
ル

項
目

ラ
イ

フ
ス

キ
ル

項
目

自
立

活
動

自
立

活
動

目
的

・
ね

ら
い

目
的

・
ね

ら
い
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タ
イ

ト
ル

㉑
あ

な
た

は
何

番
目

？
タ

イ
ト

ル
㉒

聞
か

れ
た

こ
と

に
答

え
よ

う

順
番

を
待

っ
た

り
守

っ
た

り
す

る
気

持
ち

を
高

め
る

。
質

問
さ

れ
た

こ
と

に
答

え
る

こ
と

が
で

き
る

。

区
分

３
　

人
間

関
係

の
形

成
区

分
６

　
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

項
目

（
４

）
集

団
へ

の
参

加
の

基
礎

に
関

す
る

こ
と

項
目

（
１

）
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
基

礎
的

能
力

に
関

す
る

こ
と

　
（
２

）
言

語
の

受
容

と
表

出
に

関
す

る
こ

と
（
３

）
言

語
の

形
成

と
活

用
に

関
す

る
こ

と

Ｉ　
情

動
へ

の
対

処
Ａ

　
意

思
決

定
　

　
Ｅ

　
効

果
的

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
　

　
Ｆ

　
対

人
関

係
ス

キ
ル

　
　

Ｇ
　

自
己

認
識

・
順

番
を

待
つ

こ
と

が
難

し
い

。
・
ル

ー
ル

を
守

る
こ

と
が

難
し

い
。

・
み

ん
な

と
同

じ
ペ

ー
ス

で
行

動
す

る
こ

と
が

難
し

い
。

・
聞

か
れ

た
こ

と
に

対
し

て
言

葉
が

な
か

な
か

出
な

い
こ

と
が

あ
る

。
・
内

容
を

分
か

り
や

す
く
伝

え
る

こ
と

が
難

し
い

。
・
話

を
じ

っ
く
り

と
聞

く
こ

と
が

難
し

い
。

1
5
分

間
５

分
間

小
グ

ル
ー

プ
個

別

①
児

童
は

番
号

を
書

い
た

券
を

受
け

取
り

，
書

か
れ

た
番

号
は

順
番

で
あ

る
こ

と
を

知
る

。

②
券

に
書

か
れ

た
番

号
順

に
並

ぶ
。

③
教

師
が

番
号

を
呼

ん
だ

ら
，

教
師

の
と

こ
ろ

に
行

く
。

　
 ※

教
師

は
順

番
に

番
号

を
呼

び
好

き
な

キ
ャ

ラ
ク

タ
ー

カ
ー

ド
と

券
を

交
換

す
る

。
　

 ※
カ

ー
ド

以
外

に
も

，
シ

ー
ル

な
ど

と
交

換
す

る
の

も
よ

い
。

  
 ※

順
番

を
待

つ
こ

と
が

苦
手

な
子

ど
も

は
，

待
つ

時
間

を
短

く
す

る
。

慣
れ

て
き

た
ら

少
し

ず
つ

　
　

　
時

間
を

延
ば

す
。

④
全

員
終

了
後

，
ル

ー
ル

を
再

確
認

す
る

。
　

 ※
教

師
は

，
み

ん
な

が
同

時
に

で
き

な
い

と
き

は
，

来
た

順
に

並
ん

で
順

番
を

待
つ

こ
と

を
確

認
　

　
　

す
る

。

①
　

質
問

に
答

え
る

こ
と

を
知

る
。

②
　

教
師

の
質

問
に

答
え

る
。

  
※

質
問

は
段

階
１

か
ら

行
う

。
　

※
子

ど
も

が
２

秒
待

っ
て

も
答

え
ら

れ
な

か
っ

た
ら

，
質

問
の

段
階

を
下

げ
て

い
く
。

　
 ・

　
質

問
の

段
階

  
  
  
段

階
１

：
何

で
も

答
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

  
  
  
  
  
  
  
  
→

家
に

帰
っ

て
か

ら
何

を
し

ま
し

た
か

？
　

  
   段

階
２

：
選

択
肢

か
ら

選
ん

で
答

え
る

こ
と

が
で

き
る

。
　

　
　

　
  
  
　

 →
宿

題
し

ま
し

た
か

？
そ

れ
と

も
遊

び
に

行
き

ま
し

た
か

？
  
  
 　段

階
３

：
「
は

い
」
か

「
い

い
え

」
で

答
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

  
  
  
  
  
  
  
  
→

宿
題

を
し

ま
し

た
か

？

・
授

業
の

中
で

ノ
ー

ト
な

ど
の

点
検

を
す

る
際

に
券

を
使

用
す

る
。

・
子

ど
も

の
実

態
に

応
じ

て
，

段
階

を
意

識
し

た
質

問
を

朝
の

時
間

な
ど

を
活

用
し

て
行

う
。

般
化

す
る

た
め

の
ポ

イ
ン

ト
般

化
す

る
た

め
の

ポ
イ

ン
ト

内
　

　
　

容
内

　
　

　
容

指
導

形
態

指
導

形
態

時
　

　
　

間
時

　
　

　
間

子
ど

も
の

様
子

子
ど

も
の

様
子

ラ
イ

フ
ス

キ
ル

項
目

ラ
イ

フ
ス

キ
ル

項
目

自
立

活
動

自
立

活
動

目
的

・
ね

ら
い

目
的

・
ね

ら
い
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タ
イ

ト
ル

㉓
質

問
名

人
　

聞
き

名
人

タ
イ

ト
ル

㉔
カ

ラ
フ

ル
会

話
を

し
よ

う

質
問

を
し

た
り

，
そ

れ
に

応
じ

た
り

し
て

，
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
と

り
方

を
知

る
こ

と
が

で
き

る
。

ル
ー

ル
を

意
識

し
て

，
相

手
と

会
話

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

区
分

６
　

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
区

分
６

　
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

項
目

（
１

）
 コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
基

礎
的

能
力

に
関

す
る

こ
と

（
２

）
 言

語
の

受
容

と
表

出
に

関
す

る
こ

と
項

目
（
５

）
 状

況
に

応
じ

た
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
関

す
る

こ
と

Ｅ
　

効
果

的
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

　
　

Ｆ
　

対
人

関
係

ス
キ

ル
　

　
Ｈ

　
共

感
性

Ｅ
　

効
果

的
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

　
　

Ｆ
　

対
人

関
係

ス
キ

ル

・
み

ん
な

と
同

じ
ペ

ー
ス

で
行

動
す

る
こ

と
が

難
し

い
。

・
自

分
が

思
い

つ
い

た
ま

ま
に

話
す

た
め

，
筋

道
の

通
っ

た
話

を
す

る
こ

と
が

難
し

い
。

・
他

者
の

行
動

を
遮

っ
た

り
，

邪
魔

し
た

り
す

る
。

・
ル

ー
ル

を
守

る
こ

と
が

難
し

い
。

2
0
分

間
2
0
分

間

小
グ

ル
ー

プ
小

グ
ル

ー
プ

①
ペ

ア
に

な
っ

た
子

ど
も

同
士

で
じ

ゃ
ん

け
ん

を
す

る
。

　
 ※

名
前

を
伝

え
合

い
，

「
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
ま

す
」
を

必
ず

言
う

よ
う

に
確

認
す

る
。

②
勝

っ
た

人
が

，
あ

ら
か

じ
め

決
め

ら
れ

た
質

問
項

目
か

ら
一

つ
だ

け
相

手
に

質
問

す
る

。
　

 ・
好

き
な

給
食

は
何

で
す

か
？

　
 ・

好
き

な
教

科
は

何
で

す
か

？
  
 ・

今
，

欲
し

い
も

の
は

何
で

す
か

？

③
負

け
た

人
は

質
問

に
答

え
る

。
  
 ※

答
え

に
く
い

も
の

は
パ

ス
を

し
て

も
よ

い
。

④
質

問
し

た
人

は
，

答
え

を
う

な
ず

い
て

聞
く
。

　
 ※

教
師

は
相

手
の

答
え

を
「
ふ

う
ー

ん
」
「
そ

う
な

ん
だ

」
「
わ

た
し

も
」
と

う
な

ず
い

て
聞

く
よ

う
に

　
　

　
促

す
。

　
 ※

難
し

い
と

き
は

対
応

の
ヒ

ン
ト

を
与

え
る

。
　

　
・
へ

ぇ
ー

。
　

　
・
そ

う
な

ん
だ

。
　

・
な

る
ほ

ど
。

　
・
私

も
そ

う
。

　
・
知

ら
な

か
っ

た
。

　

①
会

話
の

テ
ー

マ
を

知
る

。
　

　
・
好

き
な

食
べ

物
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 ・
好

き
な

テ
レ

ビ
（
ア

ニ
メ

等
）

　
　

・
行

っ
て

み
た

い
と

こ
ろ

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

・
好

き
な

こ
と

　
　

・
夏

休
み

に
す

る
楽

し
い

こ
と

　
　

　
　

　
　

　
・
苦

手
な

こ
と

②
自

分
の

好
き

な
色

の
積

み
木

を
い

く
つ

か
持

ち
，

話
を

し
た

ら
，

自
分

の
色

の
積

み
木

を
積

む
。

　
 ※

子
ど

も
の

実
態

に
合

わ
せ

て
，

個
々

に
ブ

ロ
ッ

ク
を

積
み

上
げ

る
，

み
ん

な
で

合
わ

せ
て

　
　

　
○

○
個

積
む

，
同

じ
色

を
積

ま
な

い
よ

う
に

す
る

，
な

ど
の

ル
ー

ル
を

決
め

て
行

う
と

よ
い

。
　

 ※
教

師
は

会
話

の
支

援
を

し
な

が
ら

進
行

す
る

。

③
会

話
で

よ
か

っ
た

ポ
イ

ン
ト

を
話

し
合

う
。

　
　

・
分

か
り

や
す

さ
　

　
・
話

し
方

　
　

・
表

情
　

　
・
話

の
聞

き
方

　
 ※

友
達

の
よ

か
っ

た
と

こ
ろ

を
共

有
し

な
が

ら
，

話
を

す
る

と
き

，
聞

く
と

き
の

望
ま

し
い

態
度

に
　

　
　

つ
い

て
確

認
す

る
。

・
朝

の
時

間
，

学
級

活
動

の
時

間
な

ど
を

活
用

し
て

，
質

問
項

目
を

工
夫

し
な

が
ら

継
続

的
に

行
う

。
・
他

の
場

面
で

う
な

ず
き

な
が

ら
聞

く
こ

と
が

で
き

て
い

た
ら

褒
め

る
。

・
教

師
と

の
日

常
会

話
の

中
で

も
順

番
で

話
す

こ
と

，
聞

く
意

識
を

も
つ

こ
と

を
合

わ
せ

て
指

導
し

　
て

い
く
。

般
化

す
る

た
め

の
ポ

イ
ン

ト
般

化
す

る
た

め
の

ポ
イ

ン
ト

内
　

　
　

容
内

　
　

　
容

指
導

形
態

指
導

形
態

時
　

　
　

間
時

　
　

　
間

子
ど

も
の

様
子

子
ど

も
の

様
子

ラ
イ

フ
ス

キ
ル

項
目

ラ
イ

フ
ス

キ
ル

項
目

自
立

活
動

自
立

活
動

目
的

・
ね

ら
い

目
的

・
ね

ら
い
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タ
イ

ト
ル

㉕
お

話
名

人
タ

イ
ト

ル
㉖

う
な

ず
い

て
話

を
聞

こ
う

相
手

に
伝

わ
り

や
す

い
よ

う
に

順
序

よ
く
話

す
こ

と
が

で
き

る
。

相
手

の
話

に
関

心
を

寄
せ

て
う

な
ず

き
な

が
ら

聞
く
こ

と
が

で
き

る
。

区
分

６
　

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
区

分
６

　
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

項
目

（
３

）
言

語
の

形
成

と
活

用
に

関
す

る
こ

と
（
５

）
 状

況
に

応
じ

た
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
関

す
る

こ
と

項
目

（
１

）
 コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
基

礎
的

能
力

に
関

す
る

こ
と

（
５

）
 状

況
に

応
じ

た
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
関

す
る

こ
と

Ｅ
　

効
果

的
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

　
Ｆ

　
対

人
関

係
ス

キ
ル

　
　

Ｈ
　

共
感

性
Ａ

　
意

思
決

定
　

　
　

　
　

　
Ｅ

　
効

果
的

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
Ｆ

　
対

人
関

係
ス

キ
ル

　
  
Ｈ

　
共

感
性

・
内

容
を

分
か

り
や

す
く
伝

え
る

こ
と

が
難

し
い

。
・
自

分
が

思
い

つ
い

た
ま

ま
に

話
す

た
め

，
筋

道
の

通
っ

た
話

を
す

る
こ

と
が

難
し

い
。

・
自

分
が

思
い

つ
い

た
ま

ま
に

話
す

た
め

，
筋

道
の

通
っ

た
話

を
す

る
こ

と
が

難
し

い
。

・
話

を
じ

っ
く
り

と
聞

く
こ

と
が

難
し

い
。

1
5
分

間
1
5
分

間

個
別

小
グ

ル
ー

プ

①
話

の
テ

ー
マ

を
知

る
。

　
　

・
休

み
の

日
の

出
来

事
　

　
・
遠

足
　

　
・
社

会
見

学
　

な
ど

　 ②
５

Ｗ
１

Ｈ
（
い

つ
，

だ
れ

と
，

ど
こ

で
，

何
を

し
た

，
ど

う
し

て
し

た
，

ど
う

思
っ

た
）
の

６
項

目
が

書
　

 か
れ

た
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

，
話

し
た

い
こ

と
記

入
す

る
。

  
 ※

最
初

は
書

け
る

と
こ

ろ
だ

け
書

く
。

だ
ん

だ
ん

増
や

し
て

い
く
。

  
 ※

下
の

よ
う

な
図

を
使

用
す

る
と

書
き

や
す

い
。

③
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

沿
っ

て
順

序
よ

く
話

す
。

①
め

あ
て

「
う

な
ず

き
な

が
ら

話
を

聞
こ

う
」
を

知
る

。

②
個

人
で

，
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

書
か

れ
た

2
つ

の
事

柄
の

う
ち

，
直

感
で

好
き

だ
と

感
じ

た
方

に
〇

を
付

け
る

。
  

 ※
ど

ち
ら

を
選

ん
だ

の
か

，
な

ぜ
好

き
な

の
か

を
話

せ
る

よ
う

に
，

子
ど

も
の

状
況

に
応

じ
て

，
選

ん
だ

理
  

  
  
由

を
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

書
く
よ

う
に

促
し

て
も

よ
い

。

③
グ

ル
ー

プ
に

な
り

，
聞

き
方

の
ル

ー
ル

を
知

る
。

  
  
・
う

な
ず

き
な

が
ら

，
話

し
て

い
る

人
の

方
を

見
て

聞
く
。

④
A

→
B

→
C

→
D

の
順

で
好

き
だ

と
感

じ
た

事
柄

と
そ

の
　

 理
由

を
発

表
す

る
。

  
 ・

○
番

の
～

と
～

で
は

，
○

○
を

選
び

ま
し

た
。

　
 　

な
ぜ

な
ら

，
～

だ
か

ら
で

す
。

⑤
１

番
が

終
わ

っ
た

ら
，

２
番

を
同

様
に

行
う

。
　 　 　

・
日

記
に

し
た

り
，

パ
ソ

コ
ン

で
入

力
を

し
た

り
し

て
，

子
ど

も
が

継
続

し
や

す
い

形
で

行
う

。
・
朝

の
時

間
，

学
級

活
動

の
時

間
な

ど
，

計
画

的
に

繰
り

返
し

行
う

。
般

化
す

る
た

め
の

ポ
イ

ン
ト

般
化

す
る

た
め

の
ポ

イ
ン

ト

内
　

　
　

容
内

　
　

　
容

指
導

形
態

指
導

形
態

時
　

　
　

間
時

　
　

　
間

子
ど

も
の

様
子

子
ど

も
の

様
子

ラ
イ

フ
ス

キ
ル

項
目

ラ
イ

フ
ス

キ
ル

項
目

自
立

活
動

自
立

活
動

目
的

・
ね

ら
い

目
的

・
ね

ら
い

ど
っ

ち
が

好
き

？

直
感

で
好

き
だ

と
感

じ
た

方
に

○
を

付
け

ま
し

ょ
う

。

選
ん

だ
理

由
を

簡
単

に
考

え
て

お
き

ま
す

。

１
テ

レ
ビ

ゲ
ー

ム

２
犬

ね
こ

３
カ

レ
ー

ラ
イ

ス
ハ

ン
バ

ー
グ

４
赤

青

５
サ

ッ
カ

ー
野

球

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ

座
席

配
置

1
い
つ

の
こ
と

で
す

か

2
だ
れ

（
だ
れ

と
）

で
す

か

3
ど
こ

で
す
か

4
何
を

し
ま
し

た
か

5
ど
う

し
て
で

す
か

6
そ
れ

で
ど
う

思
い

ま
し

た
か
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タ
イ

ト
ル

㉗
イ

ラ
イ

ラ
対

処
法

タ
イ

ト
ル

㉘
一

人
一

色
カ

ラ
ー

リ
ン

グ
　

（
共

同
制

作
）

場
面

の
状

況
を

振
り

返
り

，
よ

り
よ

い
振

る
舞

い
が

で
き

る
。

み
ん

な
で

協
力

し
て

，
一

つ
の

も
の

を
つ

く
る

こ
と

が
で

き
る

。
困

っ
た

こ
と

や
分

か
ら

な
い

こ
と

に
対

し
て

援
助

を
求

め
る

こ
と

が
で

き
る

。

区
分

６
　

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
区

分
６

　
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

項
目

（
５

）
 状

況
に

応
じ

た
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
関

す
る

こ
と

項
目

（
５

）
 状

況
に

応
じ

た
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
関

す
る

こ
と

Ｂ
　

問
題

解
決

　
　

　
　

　
　

Ｅ
　

効
果

的
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ｆ
　

対
人

関
係

ス
キ

ル
　

　
Ｊ

　
ス

ト
レ

ス
・
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
Ｂ

　
問

題
解

決
　

　
　

　
　

　
Ｅ

　
効

果
的

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
Ｆ

　
対

人
関

係
ス

キ
ル

　
　

Ｊ
　

ス
ト

レ
ス

・
コ

ン
ト

ロ
ー

ル

・
自

分
の

思
い

通
り

に
し

よ
う

と
し

た
り

，
自

分
の

思
い

と
違

う
と

腹
を

立
て

た
り

す
る

。
・
友

達
と

の
ト

ラ
ブ

ル
が

目
立

つ
。

・
他

の
人

の
気

持
ち

や
意

図
を

理
解

す
る

こ
と

が
難

し
い

。
・
友

達
と

の
ト

ラ
ブ

ル
が

目
立

つ
。

3
0
分

間
3
0
分

間

小
グ

ル
ー

プ
小

グ
ル

ー
プ

①
い

ら
い

ら
し

て
い

る
場

面
の

絵
カ

ー
ド

を
見

て
，

状
況

を
把

握
し

，
対

処
の

方
法

を
考

え
る

。
　

  
・
絵

カ
ー

ド
　

：
遊

ん
で

い
る

と
き

に
自

分
の

や
り

た
く
な

い
遊

び
を

す
る

こ
と

に
な

っ
た

。
　

　
  
対

処
方

法
：
そ

の
場

を
離

れ
る

　
  
・
絵

カ
ー

ド
　

：
順

番
を

抜
か

し
て

，
友

達
に

注
意

を
さ

れ
た

。
　

　
  
対

処
方

法
：
深

呼
吸

を
す

る

②
事

例
を

利
用

し
て

，
ト

ラ
ブ

ル
に

な
っ

た
と

き
の

気
持

ち
を

考
え

な
が

ら
，

ど
う

す
る

と
よ

い
か

を
  
 考

え
る

。
  
  
・
ト

ラ
ブ

ル
に

な
っ

た
原

因
を

教
師

と
一

緒
に

分
析

す
る

。
　

 ※
当

事
者

の
言

動
と

そ
の

と
き

の
思

い
を

言
語

化
し

，
時

系
列

に
書

い
て

い
く
。

　
 ※

ト
ラ

ブ
ル

に
な

っ
た

と
き

の
気

持
ち

が
う

ま
く
表

現
で

き
な

い
場

合
は

，
「
～

か
も

し
れ

な
い

ね
」

  
  
  
と

教
師

が
言

語
化

し
て

伝
え

る
こ

と
で

，
そ

の
と

き
の

気
持

ち
に

気
付

く
よ

う
に

支
援

す
る

。

　
 ・

時
系

列
に

書
い

た
も

の
を

見
て

，
ど

の
段

階
で

ど
う

行
動

す
る

と
よ

か
っ

た
か

を
考

え
る

。
　

　
 B

：
並

ん
で

い
た

列
に

横
入

り
を

す
る

。
　

　
　

　
（
問

題
が

で
き

た
か

ら
，

早
く
先

生
に

見
て

ほ
し

い
。

）
　

　
 A

：
お

い
，

順
番

ぬ
か

し
す

る
な

。
　

　
　

  
（
ち

ゃ
ん

と
な

ら
ん

で
ね

）
  
  
  
  
 B

が
怒

っ
て

A
を

た
た

き
，

け
ん

か
に

な
る

。
 

①
塗

り
絵

の
ル

ー
ル

を
知

る
。

  
  
・
一

人
一

色
使

う
。

二
色

以
上

塗
る

こ
と

は
で

き
な

い
。

　
  
・
配

ら
れ

た
色

は
す

べ
て

使
う

。

②
塗

り
絵

に
必

要
な

色
の

数
に

合
わ

せ
て

，
グ

ル
ー

プ
を

つ
く
る

。
　

 ※
数

色
で

仕
上

げ
ら

れ
る

も
の

か
ら

始
め

る
と

よ
い

。

③
塗

り
絵

を
す

る
。

④
完

成
し

た
絵

を
鑑

賞
し

，
制

作
の

感
想

を
伝

え
合

う
。

・
生

活
場

面
に

お
い

て
，

本
人

が
で

き
そ

う
な

い
ら

い
ら

の
対

処
法

を
行

う
よ

う
促

す
。

・
話

し
合

い
の

場
面

に
お

い
て

，
行

動
や

発
し

た
言

葉
を

時
系

列
に

視
覚

化
し

て
振

り
返

る
方

法
を

  
取

り
入

れ
る

。

・
授

業
で

も
グ

ル
ー

プ
学

習
を

取
り

入
れ

，
役

割
を

分
担

し
て

や
り

遂
げ

て
い

く
活

動
に

取
り

組
む

。
　

そ
の

中
で

，
子

ど
も

が
得

意
な

こ
と

が
生

か
せ

る
内

容
を

見
つ

け
る

。
般

化
す

る
た

め
の

ポ
イ

ン
ト

般
化

す
る

た
め

の
ポ

イ
ン

ト

内
　

　
　

容
内

　
　

　
容

指
導

形
態

指
導

形
態

時
　

　
　

間
時

　
　

　
間

子
ど

も
の

様
子

子
ど

も
の

様
子

ラ
イ

フ
ス

キ
ル

項
目

ラ
イ

フ
ス

キ
ル

項
目

自
立

活
動

自
立

活
動

目
的

・
ね

ら
い

目
的

・
ね

ら
い
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タ
イ

ト
ル

㉙
気

持
ち

を
言

葉
で

表
現

し
よ

う
タ

イ
ト

ル
㉚

さ
い

こ
ろ

ト
ー

キ
ン

グ

行
動

に
適

し
た

気
持

ち
の

表
し

方
を

知
る

。
テ

ー
マ

に
沿

っ
て

話
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
他

者
の

話
を

聞
く
こ

と
が

で
き

る
。

区
分

６
　

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
区

分
６

　
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

項
目

（
１

）
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
基

礎
的

能
力

に
関

す
る

こ
と

 　
（
２

）
言

語
の

受
容

と
表

出
に

関
す

る
こ

と
（
３

）
言

語
の

形
成

と
活

用
に

関
す

る
こ

と
項

目
（
２

）
言

語
の

受
容

と
表

出
に

関
す

る
こ

と

Ｅ
　

効
果

的
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

　
Ｆ

　
対

人
関

係
ス

キ
ル

　
Ｇ

　
自

己
認

識
　

Ｈ
　

共
感

性
Ｃ

　
創

造
的

思
考

　
Ｅ

　
効

果
的

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
　

Ｆ
　

対
人

関
係

ス
キ

ル

・
自

分
の

気
持

ち
を

適
切

に
表

現
す

る
こ

と
が

難
し

い
。

・
他

の
人

の
気

持
ち

や
意

図
を

理
解

す
る

こ
と

が
難

し
い

。
・
表

情
，

身
振

り
な

ど
の

非
言

語
的

な
サ

イ
ン

の
理

解
や

表
出

が
難

し
い

。

・
気

が
散

る
こ

と
が

多
い

。
　

・
質

問
が

終
わ

る
前

に
出

し
抜

け
に

答
え

始
め

て
し

ま
う

。
・
自

分
の

気
持

ち
を

適
切

に
表

現
す

る
こ

と
が

難
し

い
。

　
・
特

定
の

事
物

に
強

い
関

心
を

も
つ

。
・
興

味
や

関
心

が
あ

ま
り

な
い

こ
と

に
つ

い
て

，
人

と
話

す
こ

と
が

難
し

い
。

2
0
分

間
2
0
分

間

個
別

，
　

小
グ

ル
ー

プ
小

グ
ル

ー
プ

①
行

動
カ

ー
ド

と
気

持
ち

カ
ー

ド
の

マ
ッ

チ
ン

グ
を

す
る

。
　 　

  
・
行

動
カ

ー
ド

（
文

字
だ

け
で

な
く
，

絵
や

写
真

を
使

っ
て

状
況

を
視

覚
的

に
確

認
で

き
る

と
よ

い
）

　 　 　
  
・
気

持
ち

カ
ー

ド
（
文

字
だ

け
で

な
く
，

表
情

カ
ー

ド
を

示
し

た
り

，
教

師
が

そ
の

表
情

を
し

て
見

せ
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

た
り

，
視

覚
的

に
確

認
で

き
る

と
よ

い
）

　 ②
正

し
い

か
ど

う
か

を
考

え
，

間
違

っ
て

い
た

場
合

は
正

し
い

表
現

方
法

を
知

る
。

①
数

人
の

グ
ル

ー
プ

を
つ

く
る

。

②
グ

ル
ー

プ
の

中
の

一
人

が
さ

い
こ

ろ
を

振
り

，
出

た
目

の
番

号
の

テ
ー

マ
に

つ
い

て
話

を
す

る
。

  
　

・
行

っ
て

み
た

い
と

こ
ろ

  
　

・
夏

休
み

に
楽

し
み

な
こ

と
  
　

・
好

き
な

テ
レ

ビ
番

組
  
　

・
も

し
も

一
つ

だ
け

願
い

が
か

な
う

と
し

た
ら

，
何

を
願

う
か

  
　

・
好

き
な

遊
び

  
　

・
好

き
な

食
べ

物

③
順

番
に

一
人

ず
つ

さ
い

こ
ろ

を
振

る
。

話
を

聞
く
と

き
は

，
う

な
ず

き
な

が
ら

聞
く
。

④
話

が
終

わ
っ

た
ら

，
聞

き
手

の
子

ど
も

は
拍

手
す

る
。

⑤
全

員
が

話
し

終
わ

っ
た

ら
，

感
想

を
発

表
す

る
。

⑥
話

を
す

る
と

き
，

聞
く
と

き
の

態
度

に
つ

い
て

振
り

返
る

。

・
子

ど
も

に
気

持
ち

を
問

い
か

け
る

よ
う

に
し

，
言

葉
を

引
き

出
し

て
い

く
よ

う
に

す
る

。
・
学

校
生

活
の

中
で

，
「
話

す
こ

と
」
「
聞

く
こ

と
」
に

関
す

る
子

ど
も

の
よ

か
っ

た
姿

を
具

体
的

に
　

褒
め

る
。

般
化

す
る

た
め

の
ポ

イ
ン

ト
般

化
す

る
た

め
の

ポ
イ

ン
ト

内
　

　
　

容
内

　
　

　
容

指
導

形
態

指
導

形
態

時
　

　
　

間
時

　
　

　
間

子
ど

も
の

様
子

子
ど

も
の

様
子

ラ
イ

フ
ス

キ
ル

項
目

ラ
イ

フ
ス

キ
ル

項
目

自
立

活
動

自
立

活
動

目
的

・
ね

ら
い

目
的

・
ね

ら
い

電
車

に
乗

る
の

が

た
の

し
み

だ
い

や
だ

か
な

し
い
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タ
イ

ト
ル

㉛
い

い
と

こ
ろ

見
つ

け
タ

イ
ト

ル
㉜

目
指

せ
５

つ
星

の
話

し
方

友
達

の
よ

い
と

こ
ろ

に
気

付
き

，
そ

れ
を

表
現

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
場

に
応

じ
た

話
し

方
が

で
き

る
。

区
分

６
　

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
区

分
６

　
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

項
目

（
１

）
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
基

礎
的

能
力

に
関

す
る

こ
と

（
２

）
言

語
の

受
容

と
表

出
に

関
す

る
こ

と
項

目
（
４

）
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

手
段

の
選

択
と

活
用

（
５

）
 状

況
に

応
じ

た
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
関

す
る

こ
と

Ｃ
　

創
造

的
思

考
　

　
　

 　
 Ｅ

　
効

果
的

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
Ｆ

　
対

人
関

係
ス

キ
ル

  
 　

Ｈ
　

共
感

性
Ｃ

　
創

造
的

思
考

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 　

Ｄ
　

批
判

的
思

考
Ｅ

　
効

果
的

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
　

　
 Ｆ

　
対

人
関

係
ス

キ
ル

・
友

達
と

の
ト

ラ
ブ

ル
が

目
立

つ
。

・
他

の
人

の
気

持
ち

や
意

図
を

理
解

す
る

こ
と

が
難

し
い

。
・
表

情
，

身
振

り
な

ど
の

非
言

語
的

な
サ

イ
ン

の
理

解
や

表
出

が
難

し
い

。

・
友

達
と

の
ト

ラ
ブ

ル
が

目
立

つ
。

・
挨

拶
を

し
た

り
，

感
謝

や
謝

罪
の

気
持

ち
を

言
葉

で
伝

え
た

り
す

る
こ

と
が

難
し

い
。

1
0
～

5
0
分

間
5
0
分

間

小
グ

ル
ー

プ
小

グ
ル

ー
プ

①
友

達
が

が
ん

ば
っ

て
い

た
こ

と
を

想
起

す
る

。
  
 ※

帰
り

の
会

で
一

日
を

振
り

返
る

な
ど

，
テ

ー
マ

を
絞

っ
た

方
が

想
起

し
や

す
い

。
　 ②

順
番

に
発

表
す

る
。

  
 ※

発
表

す
る

こ
と

が
苦

手
な

場
合

は
，

メ
モ

に
書

い
て

も
よ

い
。

③
聞

き
手

は
，

発
表

し
た

子
ど

も
と

が
ん

ば
っ

た
子

ど
も

に
拍

手
す

る
。

  
 ※

子
ど

も
ご

と
に

シ
ー

ト
を

作
成

し
，

メ
モ

を
貼

っ
て

い
っ

て
も

よ
い

。

④
聞

い
た

中
で

，
心

に
残

っ
た

話
を

発
表

し
，

共
有

す
る

。

①
ペ

ア
を

つ
く
る

。

②
い

く
つ

か
の

袋
の

中
か

ら
，

好
き

な
袋

を
ペ

ア
で

一
つ

選
ぶ

。
　

 ※
袋

の
中

に
は

登
場

人
物

，
場

面
，

会
話

す
る

内
容

な
ど

が
書

か
れ

た
紙

が
入

っ
て

い
る

。
  
 ※

登
場

人
物

は
２

名
に

限
定

せ
ず

，
人

数
を

増
や

す
設

定
に

し
て

も
よ

い
。

　
 ※

会
話

相
手

は
友

達
，

小
学

生
，

大
人

な
ど

，
実

態
に

応
じ

て
設

定
す

る
と

よ
い

。
 　

　
・
登

場
人

物
：
自

分
と

来
校

し
て

い
る

お
客

様
 　

　
・
場

　
　

　
面

：
廊

下
で

お
客

様
に

呼
び

止
め

ら
れ

た
 　

　
・
会

話
内

容
：
「
こ

ん
に

ち
は

」
→

「
○

○
○

」
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 「

職
員

室
は

ど
こ

で
す

か
」
→

「
○

○
○

」
　 ③

会
話

の
受

け
答

え
を

考
え

る
。

  
 ※

会
話

の
受

け
答

え
に

対
し

て
，

教
師

が
星

を
提

示
し

て
評

価
を

伝
え

る
。

　
 ※

学
級

の
実

態
に

合
わ

せ
て

，
星

の
基

準
を

示
す

。

・
一

日
の

活
動

を
振

り
返

る
（
帰

り
の

会
）
な

ど
，

子
ど

も
た

ち
が

友
達

の
よ

い
と

こ
ろ

に
気

付
い

　
た

り
，

感
謝

を
し

た
り

す
る

機
会

を
設

け
，

そ
れ

を
共

有
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

・
行

事
等

，
来

校
者

が
予

想
さ

れ
る

際
，

事
前

に
ど

の
よ

う
な

話
し

方
を

す
る

の
か

確
認

を
す

る
。

・
で

き
た

こ
と

を
具

体
的

に
褒

め
る

。

内
　

　
　

容
内

　
　

　
容

般
化

す
る

た
め

の
ポ

イ
ン

ト
般

化
す

る
た

め
の

ポ
イ

ン
ト

時
　

　
　

間
時

　
　

　
間

指
導

形
態

指
導

形
態

ラ
イ

フ
ス

キ
ル

項
目

ラ
イ

フ
ス

キ
ル

項
目

子
ど

も
の

様
子

子
ど

も
の

様
子

目
的

・
ね

ら
い

目
的

・
ね

ら
い

自
立

活
動

自
立

活
動
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タ
イ

ト
ル

㉝
ボ

ー
ル

を
運

ぼ
う

タ
イ

ト
ル

㉞
こ

ん
な

と
き

ど
う

す
る

？

相
手

を
意

識
し

な
が

ら
活

動
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

さ
ま

ざ
ま

な
場

面
に

応
じ

て
，

自
分

の
気

持
ち

を
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

。

区
分

３
　

人
間

関
係

の
形

成
区

分
２

 心
理

的
な

安
定

項
目

（
２

）
他

者
の

意
図

や
感

情
の

理
解

に
関

す
る

こ
と

（
４

）
集

団
へ

の
参

加
の

基
礎

に
関

す
る

こ
と

項
目

（
２

）
状

況
の

理
解

と
変

化
へ

の
対

応
に

関
す

る
こ

と

Ｆ
　

対
人

関
係

ス
キ

ル
Ｅ

　
効

果
的

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
　

Ｆ
　

対
人

関
係

ス
キ

ル
　

Ｉ　
情

動
へ

の
対

処

・
誰

か
と

一
緒

に
活

動
す

る
こ

と
が

難
し

い
。

・
み

ん
な

と
同

じ
ペ

ー
ス

で
行

動
す

る
こ

と
が

難
し

い
。

・
自

分
の

気
持

ち
を

適
切

に
表

現
す

る
こ

と
が

難
し

い
。

・
状

況
に

合
わ

せ
た

適
切

な
行

動
を

と
る

こ
と

が
難

し
い

。

５
～

1
0
分

間
2
0
分

間

小
グ

ル
ー

プ
個

別

①
ペ

ア
を

つ
く
る

。

②
ト

レ
ー

の
上

に
ボ

ー
ル

を
乗

せ
て

ペ
ア

で
運

ぶ
。

③
運

ん
で

い
る

二
人

以
外

は
審

査
員

と
な

っ
て

二
人

の
様

子
を

見
る

。

④
審

査
員

は
二

人
の

よ
か

っ
た

点
を

評
価

を
す

る
。

　
  
・
速

か
っ

た
。

　
  
・
協

力
し

て
い

た
。

  
  
・
ボ

ー
ル

を
落

と
し

て
も

け
ん

か
を

し
な

か
っ

た
。

⑤
順

番
に

役
を

入
れ

替
え

て
行

う
。

　
 ※

お
も

し
ろ

く
な

る
よ

う
に

，
工

夫
す

る
こ

と
も

で
き

る
。

ト
レ

ー
，

布
，

下
敷

き
，

２
本

の
棒

，
な

ど
　

　
　

を
選

べ
る

よ
う

に
し

て
も

よ
い

。
　

 ※
ボ

ー
ル

の
素

材
や

大
き

さ
を

変
え

た
り

，
ボ

ー
ル

を
風

船
に

か
え

た
り

し
て

も
よ

い
。

①
自

宅
で

は
ど

ん
な

言
葉

を
言

わ
れ

る
こ

と
が

　
 多

い
か

を
想

起
す

る
。

　
 ※

教
師

と
一

緒
に

確
認

す
る

。
　

 ※
事

前
に

保
護

者
に

聞
き

取
り

調
査

を
し

て
　

　
　

お
い

て
も

よ
い

。

②
場

面
を

付
箋

に
書

き
，

感
情

マ
ッ

プ
に

貼
る

。
　

　
・
「
○

○
し

な
さ

い
」
と

い
う

付
箋

を
，

　
　

　
「
悲

し
い

」
の

場
所

に
貼

る
。

　
 ※

必
要

に
応

じ
て

，
「
う

れ
し

い
」
「
悲

し
い

」
等

　
　

　
の

感
情

に
色

付
け

し
た

り
，

絵
文

字
を

書
い

　
　

　
た

り
し

て
理

解
を

促
す

。

③
そ

れ
ぞ

れ
の

場
面

で
ど

う
表

現
す

る
と

よ
い

か
を

教
師

と
考

え
，

付
箋

に
書

き
，

②
の

付
箋

の
　

 す
ぐ

下
に

貼
る

。
　

  
・
「
○

○
し

な
さ

い
」
と

い
う

付
箋

の
下

に
，

「
○

○
し

て
く
だ

さ
い

」
と

い
う

付
箋

を
貼

る
。

　
 ※

②
の

付
箋

と
区

別
し

や
す

く
す

る
た

め
③

の
付

箋
の

文
字

色
は

②
と

異
な

る
色

で
記

入
す

る
。

④
実

際
の

場
面

を
想

定
し

て
練

習
す

る
。

  
 ※

教
師

と
一

緒
に

練
習

す
る

。

・
ど

の
よ

う
に

す
る

と
上

手
に

運
べ

る
の

か
を

ま
と

め
，

机
や

物
を

協
力

し
て

運
ぶ

と
き

な
ど

に
活

用
　

す
る

。

・
上

記
の

順
番

（
ど

ん
な

言
葉

を
言

わ
れ

た
の

か
，

ど
う

感
じ

た
の

か
，

自
分

の
気

持
ち

を
ど

う
伝

  
え

た
ら

よ
い

の
か

）
で

，
気

持
ち

を
整

理
す

る
よ

う
促

す
。

・
最

初
は

教
師

が
順

番
に

聞
い

て
い

く
が

，
徐

々
に

自
分

で
流

れ
を

意
識

し
て

取
り

組
め

る
よ

う
に

  
繰

り
返

す
。

・
自

宅
だ

け
で

な
く
，

他
の

場
面

で
も

実
施

す
る

。

内
　

　
　

容
内

　
　

　
容

般
化

す
る

た
め

の
ポ

イ
ン

ト
般

化
す

る
た

め
の

ポ
イ

ン
ト

時
　

　
　

間
時

　
　

　
間

指
導

形
態

指
導

形
態

ラ
イ

フ
ス

キ
ル

項
目

ラ
イ

フ
ス

キ
ル

項
目

子
ど

も
の

様
子

子
ど

も
の

様
子

目
的

・
ね

ら
い

目
的

・
ね

ら
い

自
立

活
動

自
立

活
動

感
情

マ
ッ

プ
わ

く
わ

く
う

れ
し

い

悲
し

い
イ

ラ
イ

ラ

○
○

し
な

さ
い

○
○

し
て

く
だ

さ
い

い
っ

し
ょ

に
○

○
し

よ
う

○
○

し
て

く
れ

て
あ

り
が

と
う
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